
【別紙様式 8】

課題番号 発揮-C.t,
+注:課題番号を記入してくださ

い｡平成 19 年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 18

日氏 名 桶 谷

清所属 ･資格 印法学部 ･教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 奨励研究/一般研究(個人)/ 注:該当する種目を○で囲んでくださ

い｡2 研究

課題日本の税制改革の方向と

課題3 研究の

目的先進諸国の税制改革と日本の税制改革の方向について研究し､課税ベースや課税制度 (所得課

税､消費課税､個人課税､企業課税)や税率など変更等を前提として､税制改革の日本経済社会に

与える影響を解明し､その税制改革のための課題を探

る｡4 研究の

概要1. 欧米における税制改革の歴史とその

評価2. 直間比率の変更に伴うマクロパフォーマンス-の影響の解

明｡3. 最適税制の理論研究と

応用4. 関連研究の

把握5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代

表者桶谷 清 (最適課税論に関する理

論)･研究分担者 (役割分

担)山口正春 (欧米における税制改革の歴史とその理

念)坂井吉良 (経済 Ⅰ政府 (課税や支出など)に関するデータ収集と計量分

析)※ホームページ等での公開の ㊥ ･否) いずれかを○で囲んでください｡否の場合は,理由書を添付して下さ



[実績報告書8-2]

部科校名 :法学部 氏名 :桶谷

清6 研 究 の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000 字以上記入してください

｡)研究会および学会

参加共同研

究会平成 19 年 7月 26 日(
木)4時 30 分～6時 30 分 (第 6会議室

)平成 19 年 9 月 27 日 (

木)3時 30 分～5時 30 分 (第 6会議室

)平成 20 年 1月 31 日 (

木)5時 30 分～7時 30 分 (161 講堂

)平成 20 年 2 月 22 日 (

金)3時 30 分～5時 30 分 (第 171 講堂

)平成 20 年 3 月 13 日 (

木)6時 00 分～8時 00 分 (第 171 講堂

)研究結果 (中間) 学会の参加と資料

収集平成 19 年 6 月 2 日 (土)､3 日(

冒)日本経済学会春季大会 (大阪学院大学

)平成 19 年 7月 19日～2

2 日同志社大学付属図書館にて資料収

集平成 19 年 9 月 22 日 (土)､23 日(

冒)日本経済学会秋季大会 (日本大学経済学部

)平成 19 年 10 月 27 日～2

8日日本財政学会 (明治大

学)政府の税制調査会の資料や 日本の租税関連文献の石 (2008) ､欧米の Auerbach a

ndHassett(2005) ､Bradford(1986) ､(1996),(2004) ､(2005) やアメリカの大統領税制改革諮問委

員会(UsPresident'SAdvisory PanelonFederalTaxReform) の税制改革案などから､現在の

先進諸国の税制改革は､一般的に ｢課税ベースの拡大と税率緩和｣(石 (2008)､p.742) 及び ｢所

得税の統合 (包括的所得税ではない､法人税と個人税の統合)と所得課税から消費課税 (キャッシ

ュフロー課税)-｣(Bradford(2005),p.12) という方向で進められていることが明らかになってき

た｡アメリカの税制改革の理念は､課税ベースの拡大と税率の緩和 (フラット化)であり､具

体的税制改革は Bradford の提案したⅩタックスに向かっていることが明らかになった｡Ⅹtax はHa

llandRabushka(1996) のフツラトタックスの変形であり､Bradford(1986,1996) がアメリカの法

人と個人の所得税に替わる租税制度として考案されたものである (Brad丘)rd(2004),p.1) ｡それは､

企業税 (business tax) と補償税(compensation tax) の 2 つから構成されている｡前者は企業形

態に関係なく単一税率で課税される.その課税ベースは､企業の財 ･サービス (金融資産は除く)

のすべての販売から経常費用を控除し､他の企業から購入した固定資産も控除され

る｡先進諸国の税制改革は消費課税であり､その代表的税制が､フッラトタックスとⅩタック

スと二元的所得税であり､ 3 つの課税方式の特徴が比較検討され､日本-の導入する場合の課題を

研究テーマとして現在研究を進めてい

る｡最適課税論は消費課税について､労働に重課､資本に軽課という命題を導くが､Prescott(200

2)(2004)(2006) は､税制が労働供給に影響を与え､マクロパフォーマンスに大きな影響を及

ぼしていることを指摘している｡資本が弾力的､供給が非弾力的という仮定に基づく租税制度は､

経済の停滞要因であることを示唆してい

る｡prescott(2002) の研究によるフランス､イギリス､アメリカの課税後賃金で測る消費財の

タックスウェッジは､それぞれ､2.6 ､1.82 ､1.66 であった｡日本のタックスウェッジの推定値は 2.

06であっ

た｡Hines(2007) は､OECD の税収全体に占める消費税収入の割合が高いのは､財源の問題と

もに国の政策を反映していることを示唆したが､日本の間接税収入と政策変数との関連について､

明確な関係を確認することができなかっ



【別紙様式 8】
課題番号 共 07-00

2注 :課題番号を記入してくださ

いO平成 19 年度 学術研究助成金実績報

告書日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたします｡ 氏

名

所属 ･資格 平成 20 年 3 月 3

1 日小笠原 隆夫

映画学科 教

授1 種 目 奨励研究/一般研究(個人)/ 総合研究 注:該当する種目をO で囲んでくださ

い｡2 研究課題

談話収録による個人を対象とした映画史の資料

収集3 研究の目

的映画史の概要的研究からは勿論,各分野史 (スター,作品,製作,技術等々)からでも捉え切れない

映画史を形成する｡映画の現場史ともいうべき,当時者達からの談話による映画史細部の現実を研究するこ

とを目的とす

る｡4 研究の概

要今期は日本映像ハー ド分野のメイン会社 SONY の映像開発について川崎三郎氏,戦後大映映画の企
画についてプロデューサーの藤井浩明氏より2 回ずつ談話収録を行っ

た｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代

表者小笠原 隆夫 (全体総括,シナリ

オ)･研究分担者 (役割分

担)高野 徹 映画技術 (撮

影)田島 良一 映

画史鳥山 正晴

演出広沢 文則 映画技術 (撮

影)松島 哲也

演出宮沢 誠一

演出賓藤 裕人

演出奥野 邦利 映画

演出上倉 泉 映画技術 (録

音)横川 藁額 映画

理論※ホームページ等での公開の⑳･否) いずれかを○で囲んでくださいo否の場合は,理由書を添付して下さ



[実績報告書8-2]

部科校名 : 芸術学部 氏名 : 小笠原 隆

夫6 研 究 の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000 字以上記入してください

｡)元 SONY P.C.L 代表 川崎三郎氏からは,会社の創立前後の実状と映画機材,開発,利用の

側面からの苦労談を中心に,その後の技術と会社の発展 ･展開について聞き取りを行った

｡また,元大映株式会社の取締役企画部長 藤井浩明氏からは,瀬戸内の小さな一地方であるにもか

かわらず,そこから世代を越えて多くの映画人が出ていること,自分もそこの出身であり,20 世紀前

半が映画の世紀だったことの実感あふれる談話にはじまり,小樽商専から早大英文科を経て,大映入社

にいたる経緯にも,思いもかけず映画へといたる20 世紀前半の時代が感じられる談話を収録した

｡大映入社以後のメジャーにおける映画の企画 ･製作 ･興業の実状の談話は貴重な大映史の一角を形

成するものと思われる

｡現在は録音テープの原稿おこしを進行中であ



【別紙様式 8】

課題番号 寒L'7.- e

り汰:課題番号を記入してくださ

い｡平成 19 年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 3 月 28

日氏 名

掛所属 ･資格 芸術学部 ･美術学穐二進教授 【日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

すO1 種 目 奨励研究/一般研究(個人)/- 注:該当する種目を0で囲んでくださ

い｡2 研究
課題巣山の美術

教室廃校 ･廃屋を拠点とした美術による地域活性化と美術教育の再生の

試み3 研究の

目的･少子化の過疎地域における美術教育のニーズの

開拓･自然環境を活用した美術制作の

開拓･廃校 ･廃屋を利用した地域再生-の取り組みの可

能性4 研究の

概要越後妻有地域でのアー トによる地域再生プロジェクトの継続と新たな課題から生まれる美術教育の再生

を試みる｡自然と共同体の中で子供と大人を繋ぎ､美術によって豊かな精神性を取り戻すため､学生も参加

してワークショップの可能性を開拓す

る｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代

表者鞍掛

純一｡研究分担者 (役割分

担)高橋 幸次 (調査 ･資料収集 ･記

録)大槻 孝之 (制作 ･現地指

導)奥野 邦利 (調査 ･資料収集 ･映像記

録)※ホームページ等での公開の @ ･否) いずれかをO で囲んでください｡否の場合は,理由書を添付して下さ



[実績報告書8-2コ

部科校名 :芸術学部 氏名 :鞍掛 純

一6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000 字以上記入してください

｡)2007 年の夏､｢越後妻有大地の祭り｣ と題し､約 1 か月の間､作品鑑賞を中心とした芸術祭が模

様されたo地元の祭りを中心に大地の芸術祭が加わり､さまざまなイベント･コンサー トが組まれたO

私たちは ｢脱皮する家｣ を中心にワークショップを展開し､そこに訪れる人々のリピーターを作ること

を目標に､この地域ならではのワークショップを行ったO同時に集落に伝わるお祭りを保存するために

､演劇学科 ･日舞コースの協力により､地元集落との交流を深め

た｡y! 摘 4年以降､越後妻有地域､新潟県十日町市松代を中心にして､現地の人々と大地の芸術祭実行

委員会と協力して､アー トによる地域再生のプロジェクトを推進してきており､作品制作とアー ト･マ

ネジメントの手法を用いて､｢廃屋再生｣ による地域の活性化とアー トの新しい形の提示を行っているO

作品は 2006 年完成し､｢地域再生｣ の取り組みとしては今後のかかわり方が一番の問題となるため､

今回の研究により､今後の継続に大きな方向性を見出すことができた｡各集落の活気は少しずつ広がり

を見せ､地域住民のみならず､芸術祭を支えるサポーター､アーティス トを動かし､2009 年に向けての

継続開催が決まっ

た｡芸術祭全体としても､期待が集まっていて､継続と根気によって地域は活気を取り戻してきてい

ることは間違いなく､改めてこのような取り組みの成果を体感することができた｡今後もNPO の立ち上

げにより､ここでのアー トの管理や新しい産業 ･そしてこの地域に若い者が多く移住し､農業ないし生

活をすることを目標に少しずつながら前に進みつつある｡しかしながら､アー トを持ち込むことによる

地域の活性化はそのようなこととはまた別の問題であるのは言うまでもない｡｢脱皮する家｣は芸術祭

終了後も週末や連休を中心に通年開館を始めており､その管理の委託には集落の方々がかかわっている

｡それだけでも､閉ざされた地域に来る人々との交流は生まれ､活性化の-つにはなっているのだが､

先にも書いたとおり､アー トというものを持ち込む異文化交流により更なる､地域交流､再生を試みて

いくことが課題であり､ひとつの作品として成り立つように思われる

｡○ "少子化の過疎地域における美術教育のニーズの開拓"に対しては､絵画 ･版画コースの協力に
より｢大変身 !作って描こう｣ と題して､この地域の生き物に､身の周りのもを使って変身する試み

を行った｡地域の小学生や子供を対象に家族も一緒に造ることの楽しさを伝えることを目標に子供

ならではの発想と展開にワークショップそのものは成功した｡今後の課題としてはもう少し上の

世代(中学生や高校生)-の呼びかけを行い､美術から離れていく世代に対しても､子供のころに

感じられた造る喜びを伝えることができるかどうかが､新たな課題といえよう｡受講者の年齢によ

って内容を変えるのか変えないのか?更なる検討をし､次回につなげて行きたい

｡○ "自然環境を活用した美術制作の開拓"に対しては､世界的な豪雪地帯であるこの地域ならでは
の､雪を使ったワークショップの手伝いに参加した｡当然のことながら､天候に左右され､当日は

大雪の中ではあったが､雪に刻印することで絵を捧いたり､巨大な雪上絵を繕いたりと大自然の中

で痕跡を作り､大いに地域との交流､アー トならではの雪との接し方を体験することができたOま

た雪まつり参加による雪像作りでは､集落との綿密な打ち合わせにより､お互いが制作箇所を分担

､短い期間の中でどのように最大の効果を出すことができるかを実践し､過疎化による雪像作りの

高齢化に対して新しい雪像作りの在り方として地元で取り上げられた

oO "廃校 ･廃屋を利用した地域再生-の取り組みの可能性"に対しては､廃校の利用に関して地

域からの回答が得られていないため､今回はまだ提案にとどまっているが､廃屋から作品化した新

たな場の利用法としては､ワークショップによる交流とそこに来るリピーターと地域の交流をアー

トによりつなぐことができたOまた作品そのものと映像を組み合わせる場の利用も新たな作品展開

として進展を見せ､作品内部での集落の方も交えた､踊りや歌による舞いも行うことが出来､一つ

の成果を得たといえよ



[実績報告書8-3〕

部科校名 :芸術学部 氏名 :鞍掛 純

一研究の結果 (つづ

き)○彫刻コース :｢下駄を彫ろう

!｣｢脱皮する家｣の肌触りの感覚をいつでも思い出してもらえるように､下駄を脱皮させる (彫る)と

いうワークショップを開催した｡お盆の期間ではあったが 30 名を超える申し込みがあり､当初予定してい

た数よりも増えたため､地元集落の方には後日別の機会を設けたO中にはいつもワークショップに参加し

てくれるリピーターの方々も多数おり､集落のみならず､妻有地域全体から､参加者同士の交流も広がり

､脱皮する家のワークショップとしては今後も続けていく方向で､地元の名物になるよう今後の継続も駄

まった｡日程によってはもう少し参加者が増える可能性もあるが､子供もいるため､スタッフの数と場所

の問題から人数的にはちょうどよかったように思われる｡

○映画学科 :｢-光年のサンドスケー

プ｣映像と作品 ｢脱皮する家｣ のコラボレーションによるもの､建物の内部にプロジェクターをつるし､

映像が建物内部のあちらこちらから浮かび上がるもの｡彫り手の映像が彫り跡に重なり､実際の作業を再

現するものなどが見られた｡手仕事の積み重ねから出来上がった作品に対し､最新の機材を用いて､映像

により場を変化させることができた｡見る手はいつもとは違う脱皮する家の表情にのめりこみ､映像と作

品のコラボレーションによる新たな可能性を見出すことができた｡

○彫刻コース+日舞コース十集落 :｢とうふや甚句一祝いの歌 ･喜びの舞-｣｢峠集落盆踊

り｣｢甚句｣という佐渡おけさに似た節の歌を彫刻コースと地元の集落の方が交互に歌い､それによって

､日舞の学生が創作した舞踊を脱皮する家にて上演した｡芸術学部らしい協働により､地元との交流と文

化の継承の手助けができたように思われる｡最後は観客も交えながら踊りは続い

た｡歌の内容には季節や習慣から出てくる節が多くあり､歌の内容から､昔の習慣や生活の多くを聞き

出すことができた｡この件に関しては次回以降の研究内容として記録を行いたいと考えている｡里帰りの

集落の方たちからも､今後も続けてほしいとの要請を受け､こうしたイベントによる活気が帰省のきっか

けになることを予感させた｡

最

後にこの地域におけるワークショップの在り方はある程度の成果と信頼を得てきているので､今後の継続努

力と広報を続けていきたい｡中･高生-の呼び掛けも積極的に行い､さらなる交流層の拡大とアートのニ

ーズ拡大を目指していきた

い｡注 :必要に応じて,このページをご使用くださ



【別紙様式 8】
課題番号 共07-00

5注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19 年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 1

日氏 名一 北 川 道 男

噂 ノ所属 ･資格 国際関係学部 教 授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 ー奨励研究/一般研究(個人)/○一般研究(共同)/総合研究 l注=該当する種目をO で囲んでくださ

いo2 研
究課題 無形資産の総

合的研究3

研究の目的企業価値を最大にすることを目標とする企業経営では､無形資産を中心とした経営の展

開が重要となるoしかし無形資産は種種の要素から構成され､多様な側面を有していることから､専

門分野からの-面的な研究には､無形資産の本質を明らかにしコントロールするのには限界がある

.4 研究の概要当該研究では､各専門の研究者が無形資産を､異なる専門分野から検討し､無形

資産を統合的にはあくし､コントロール可能にするすることを目的にしている○このような研究は､

国内外の研究では進められていないことから十分に研究的価

値があるものと思われる○5 研究組織 (共同研究 .総合研究のみ

該当します)･研究代表者北 川 道 男 ｢無形資産の会計学からの検討と総

括｣･研究分担者 (役割分担)豊 川 和 治 ｢無形資産の情報学からの検討｣寛

正 治 ｢無形資産の経営学からの検討｣雨 宮 史 卓

｢無形資産のマ-ケティングからの検討｣※ホームページ等での公開の (○可 ･否) いずれかを○で囲んでくださ
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部科校名 :国際関係学部 氏名 : 北 川 道

男6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000 字以上記入してください

｡)北 川 道

男無形資産の拡大と監査可

能性近年､特に無形資産に注目が集まってきている｡それは世界的に直面している企業の構造変化に

起因す

る｡土地や建物､商品やサービスに買い入れのれんや知的所有権､研究開発費やソフトウエア-等に

も価値がある｡さらには全体としてのブランドや企業にも価値がある｡企業を取り巻く環境の変化､日

本では､90 年代以降の経済の低迷の中で平成 9年に独占禁止法の改正が行われて持ち株会社が解禁になっ
た｡またこのような流れの中で商法改正が行われ､会社の合併､分割が容易にできることとなった｡こ

うした企業の再編が進行する中で､企業価値が下がり続ければ M&A(買収)の格好の標的となってしま

い､逆に企業価値を高めることができれば､企業グル-プをどんどん拡大していくことができる｡かか

る意味から企業価値を継続して創造していくことが企業経営の最大の目標となってきた｡それでは企業

価値とは何が決めるのか?企業は様々な資源を保有している｡大きく大別すれば､土地とか建物､設備

資産といった有形資産と営業権､特許権､地上権､のれんなどの無形資産がある｡先行研究によれば､19
90年までは有形資産が企業価値に大きな影響を及ぼしていたが､それ以降は無形資産がより大きな影

響を持つことが立証されてきている｡企業価値を高めるための経営者の関心が有形資産中心の運用から

無形資産の創造 ･運用へと大きくシフトしてきてい

る｡同様の状況は､証券市場だけではなく金融機関との関係においても見られる｡同様の有形資産価

値を持つ会社間においても､ブランド価値を持ち将来大きくキヤシュ ･フロ-が見込める企業､特許権

などどの知的所有権を持つ企業の担保価値を評価した融資が行われるようになってきてい

る｡企業価値に大きな影響を及ぼす資源のウエイトが､有形資産から無形資産に変化する中で､さ

らに制度として認められてきた無形資産の枠を超えて無形資産を拡大していこうとする動きが生じて

きている｡ブランドや知的所有権､あるいはビジネスモデルをはじめとした事故創設無形資産や研究開

発投資などは企業価値を生み出す重要な要素であるとの認識が高まってきてい

る｡このような変化に対し､企業価値を表示し伝達する会計や財務報告はどのように対応してい

るのか､また､対応していかなければならないのか?また対応するための会計認識のフレームワークは

どのようなものであるのか｡対応できないとすれば何がネックになっているのか｡それは解決可能性が

あるのか｡これらの論点を検討することが当該研究の問題意識であ

る｡伝統的な費用 ･収益アプローチと対応概念に基づいた取得原価主義会計は､企業の価値の計算

書あるいは報告書であることを意図していなかった｡このことが､会計の有用性を低下させてきている

｡企業を取り巻く様々な利害関係者(stakeholder) は､会計に様々な意志決定に役立つと期待される経

済的実質を反映する情報､すなわち企業価値を表示する情報を求めてい

る0会計が､この要請に応えるためには伝統的な歴史的原価会計に多くの修正を加えることが必要と

される｡全面的な時価主義会計もその 1つの選択肢となるであろう｡この流れは､近年みられる金融商

品の会計基準の改定やリ-ス会計､年金会計にみられるように費用 ･収益アプロ←チから資産 ･負債ア

プローチへの転換に見て取ることができよ

う.アメリカを始め､国際会計基準カナダ､オ-ストラリア､日本においても資産 ･負債アプローチ

にもとづく ｢概念フレ-ムワーク｣が作成され投資家が企業の将来を判断するために有用である情報を

要求されるようになってきている｡資産 ･負債アプローチでは､資産と負債が主要な概念であり資産と

負債の属性およびそれらの変動を測定することが会計の基本的なプロセスとなる｡収益は､当該機関に

おける資産の増加および負債の減少に基づいて定義される｡収益 ･費用アプロ-チでは､利益を経営者

の経営成績の測定を目的とし､努力である費用とその成果である収益とが認識､測定の中心となり､費

用と収益を正確に対応させるために繰延資産や引当金などのように経済的実態のない擬制資産 ･負債

が認識､計上されてきた｡これに対し､資産 ･負債アプローチでは､資産を ｢過去の事象の結果として
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部科校名 :国際関係学部 氏名 : 北 川 道

男研究の結果 (つづ

き)業が支配Lかつ将来の経済的便益が当該企業に流入すると期待される資源をいう｡｣(IASC:財務諸
表の作成と表示のフレ-ムワーク)と定義し､経済的実体のない擬制資産､負債を貸借対照表から排除

するとともに､収益 ･費用アプローチのもとでは認識されなかったオフバランス項目を解消することに

よって企業価値の実質を財政状態に表示することを可能にした｡さらに､企業活動を取り巻く環境が無形資

産を重要視する傾向に応じて､無形資産の価値評価に関する数多くの先行研究がなされてきており､それら

の成果により従来制度として認識されてきた無形資産の枠を超えて､ソフトウエア-､特許権､広告宣伝､

ブランドなどの知的資産にまで会計処理にまで拡大する可能性が高まってきてい

る｡無形資産に対する社会的関心､社会的要請の高まりに応じて､制度会計における無形資産の範囲を拡

大するとしても認められる無形資産を無制限に拡大することはできない｡会計制度の信頼､不信を招来する

ことになりかねない｡個々の資産は､会計基準全体の中で整合的なものでなければならない｡このためには

､現在会計基準委員会により検討されている ｢概念フレームワーク｣の中で､無形資産拡大の重要性に対す

る社会的合意が形成されそれによる会計基準の見直しが必要とな

るO無形資産が､会計上認識され財務諸表項目として表示されるためには､財務情報の備えるべき質的特

性を満たすことが必要となる｡無形資産が財務諸表上表示されるためのネックとなる要因の 1 つに検証可能

性､がある｡検証可能性は､裏を返せば監査可能性である｡無形資産を制度的に検討する場合､会計基準の

側面から検討するだけでは十分ではない｡なぜならば､監査基準の中にも監査可能性の問題があるからであ

る｡監査基準の中には､無形資産に関する単独の監査基準はない｡近年それに近い基準が公表されているSASI
O1号 ｢構成価値の測 定および開示の監査｣である｡それに近いというのは､公正価値に関する会計情報は

､無形資産と同様に､高度に主観的な側面を持った会計情報であり客間的な証拠を通じて容易に検証できな

い性格を持っているからである｡この監査基準の検討を通して無形資産監査基準の方向性を明らかにできる

とともに､監査可能性を検証でき

る｡2001 年に生じたエンロン事件は､無形資産拡大の議論を一変させた｡事件以前の無形資産に関する議
論は会計情報の目的適合性を重視した立場から行われるものであったが､エンロン社の不正および粉飾事件

により､目的適合性よりも検証可能性が強調されるようになり無形資産の拡大の議論にブレーキをかけるこ

ととなった｡アメリカでは会計 ･監査の不信を払拭するために企業改革法(BOA) を制定し､監査人の独立性
の強化､取締役の責任と罰則の強化､監査委員会の強化､内部統制監査の導入を規定するとともに､監査基

準設定機関として公開会社会計監視審議会(PCAOB) を設置した｡ここで新しく導入された内部統制監査と監

査委員会の強化は､一見､ブレーキをかけたように見られる無形資産の拡大に 1 つの方向性を与えてい

る.貸借対照表に計上されている資産の特徴は､取引と密接に関係している｡取引に基づかないものは監

査証拠が得られないことから会計上認識されない｡これに対して無形資産の特徴は企業との取引から生じる

よりも評価べ←スで生じてくるものが多いo無形資産をこれまで以上に会計に取り込むためには取引ベース

の認識基準から評価ベースの認識基準へと移行することが必要である.評価べ-スに移行することは､これ

まで以上に会計上の見積もり要素を増大することになり､会社内部の評価プロセスを確立し有効に機能して

いるかを評価することが必要となる｡この間題に貢献するのが企業改革法で導入された内部統制監査である

｡また無形資産の評価はその虚偽表示は会計担当者によって行われるよりもむしろ経営者が関与する場合が

多いように思われるo会計担当者の虚偽 ･不正は､内部統制によりカバーされるので会計処理のプロセスを

確立し文書化して監査をすることが可能であるが､経営者を監視する仕組みは確立されない｡企業改革法は

､経営者を監視するために監査委員会の強化を規定した｡PCAOB 監査基準書第 2 号は､監査人は､監査委

員会によって､正しい質問が監査人と経営者に提起され追求されたかを評価することとされ､その質問には

重要な会計政策､判断を伴う会計上の見積もりの理解が含まれている｡これらの新しく導入された一連の規定

は､財務諸表の信頼性を高めるだけではなく､主観性を伴う資産評価プロセスが中心となる無形資産会計の

拡大の可能性の制度的条件が満たされたものと判断することができよ

う｡注 :必要に応じて,このページをご使用くださ
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部科校名 :国際関係学部 氏名 : 北 川 道

男6 研 究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000 字以上記入してください
｡)豊 川 和

治事例からの考察顧客サボ-卜情報に対するデータマイニングー 情報機器保守サービスの

-1990 年代前半に基礎研究が本格的になされるようになったデータマイニング技術は､2000 年代に

入って色々な産業界､例えば金融分野､流通分野､製造分野などのいくつかの分野で実用的に使われ始

めているOしかし､デ-タマイニングをシステマティックに行う環境及び体制を企業が整えるためには

､一般にデータを収集 ･蓄積のためのデ-タウェアハウスの整備､解析を行うための情報システム､及

び専門スキルをもった要員の確保などの投資が必要であるだけでなく､データマイニングから得られる

知見を経営にどう活用するかという目標設定が必要であると指摘されてい

る｡この研究では､情報機器保守サ-ビスを行い､そのデータの一部をインターネット上で公表して

いる企業の協力を得て､それらの膨大なデータをマイニングすることによりどのような知見が得られる

か､また有効な知見を得るためにはどのような条件が成り立つ必要があるかを検討し

た｡データマイニングに使用したデータは､PC からオフィスコンピュータまでの小型､中型情報機

器などの約 10 年間にわたるサポート情報で､具体的には故障の症状､原因､対処､およびその損害額

などのテキストおよび数値データ約 1万件である｡データマイニングに使用したシステムは､SPSS 社

から市販されている SPSS 15 と Crementinel l､及びフリーウェアのテキス トマイニングツー

ル :KH-Coder であ

る｡標準価格が 100 万円以上の PC 上位機種､ワークステーション､POS システム及びオフィスコン

ピュータの機種､製造メーカ4社にわたるデータからまず見出された知見とし

て :1) オフィスコンピュータの損害率として､B社のシステムがE社のに比べて4倍以上高かっ

た｡2) この故障原因を記述データから探ると､電源投入時の過電圧負荷によるハードディスク不良

､またはシステムボード故障に集中してい

る03)PC では､B､E､J､P 各社とも損害率は大差な
い｡などであっ

た｡この知見を有効に活用する施策として､現在､機器の標準価格に定率をかけた保障料を請求して

いるのに対して､高いリスクの機器群に対しては､より高い率をかける ｢リスク細分化｣方式を導入す

るなどの改定が考えられる

｡寛 正

治中国企業とタイ国企業の従業員のモティベーション比

較1980 年代の集中豪雨的な日本製品の米国への輸出は米国メーカ-の加工製造拠点を中国に移動す

ることを余儀なくさせた｡この動きは中国に世界の工場の地位を確立させたが同時に様々な問題を発生

させている.具体的には①臨海部と内陸部の経済格差､②電力使用の拡大による環境汚染の深刻化､③

オートメ-ション化による高失業､④元高 ･燃料費高騰や人件費高騰､⑤物価高騰､⑥拝金主義の横行

による企業人や役人のモラル欠如などである｡特にアメリカ経済のエコノミッククランチは中国の米国

向け輸出を減少させインフラ器材を中心に輸出を拡大してきた日本の中国特需にも影を落としている｡

このように中国問題は深刻であり社会不安はまずます増長されてきている｡今日多くの日本企業は中国

投資に慎重になっている｡中国有事の際のリスク分散としてチャイナ+1が叫ばれて久しいがその候補

地として最重要であるのはタイ国であることは自明である｡対日感情がよくASEAN で域内での日本

企業の直接投資額は一番大きい｡当該研究では中国とタイの企業のミドルマネジャーの業務満足度を調

査することにした｡日本の投資先として両国は顕著であるから当該研究は今後の生産戦略を占うにも有

用な研究であると思われる｡業務に満足している従業員が多い会社は定着率が高いため生産性が高く業

務が有効に機能するからであ
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男研究の結果 (つづ

き)調査対象としては一般企業のミドルマネジャークラスとしたOこのクラスのモティベーション研

究は先例が少ない｡調査対象として昼間は仕事をしているが夜間経営大学院で学位を取得しようとして

いる大学院生とした｡彼らはそれぞれ企業のロア← ･ミドルマネジメントとして活躍している｡ひとつ

の企業から多くのアンケートをとる研究は会社のプレッシャーが強く偏向が発生する可能性が否めな

いので自由な雰囲気の中でアンケート調査を行いたかったからである｡調査のサンプルはタイのアサン

プション大学MBA コースの学生 180 名程度､中国では華南理工大学のMBA コースの学生 70 名とし

た｡サンプルとしては十分でないが両大学の都合上これが限界であった｡アサンプション大学の調

査は2007 年8月に行った｡また広州大学の調査は 2008 年 1月に行っ

た｡調査の理論的裏づけはジョブ･キャラクタリスティックモデルである｡ジョブ･キャラクタリス

ティックモデルは 2 人のOB の研究家である､ハックマン (∫RichardHackman) とオ-ル ドハム (Gr

egOldham) 中心に開発されたモデルである｡彼等は人間の本質的なモティベーションは人が仕事に

集中しているときのみ生じるという｡なぜならば前向きの内的な感情は外的な理由 (報奨金や上司から

の賛秤)よりもむしろ事物にたいして積極的に取り組んでいるときに生じるからであるからであ

る｡仕事に対するモティベーションは 3つの心理的な状態によって決定される｡それらは 仕̀事が意義

深かったという体験'､ 仕̀事の結果に責任を待ったという体験'､ 仕̀事の結果に対する知識'である｡

このような体験を得るには核となる 5つの要素を業務に織り込んでやることが必要である｡ 仕̀事が

意義深かったという体験'に影響を与える要素としには①スキルの多様性､②仕事の一貫性､③仕事の

重要性がある｡ 仕̀事の結果に責任を持ったという体験'に影響を与えるものは④自己裁量権である｡`

仕事の結果に対する知識'に影響を与えるものは⑤フィードバックである｡ジョブキャラクタリステッ

クスモデルが有効に機能しているかどうかを調査する尺度としてMPS (MotivationalPotentialScore

)がある｡今回はMPS をもとに質問表を作成し 仕̀事が意義深かったという体験'､ 仕̀事の結果に責
任を持ったという体験'､ 仕̀事の結果に対する知識'それぞれの項目についてタイ ･中国のマネジャー

の満足度について測定する｡

雨 宮 史

卓ブラン ドとマーケテ イ ン

グブランド･エクイティの重要性が提唱されてから､ブランド･マーケテイングは製品戦略の一要

素に留まらず､独立した領域を築き様々な戦略が策定されている｡消費者ニ←ズやターゲットの違い､

カテゴリー分析の差異等によってもその観点は多岐に渡るOさらに､時代背景や トレンドによっても大

きく変化す

る｡これまでの戦略に対する研究は､いかに強力なブランドを構築して認知率を高めるかに重点がお

かれていた｡しかし､ブランドは顧客が多数存在して強力なブランドとなり､顧客がブランド価値を認

め､長期にわたり購入し続けることで企業は安定する｡そのため､売り上げや利益の拡大に念頭をおく

のではなく､企業と顧客の関係を､継続的に持続するための役割をブランドが担うという観点で捉える

必要がある｡即ち､企業はブランドをロングセラー化することに戦略を方向転換すべきである｡なぜな

ら､製品にはライフサイクルがあり､ほとんどの場合､衰退期が到来するがブランドは企業の主体的な

意思と適切な戦略により維持あるいは拡張し､ロングセラー化することが可能だからである｡既に顧客

に認められ市場に浸透しているブランドは､エクイティが確立しているため､企業にとって大きな資産

である｡その核となるブランドをテコとしてブランド･マーケテイングを遂行すべきであ

る｡したがって､本研究では消費者行動の変化とブランド概念の進展を視野にいれつつ､日本市場に

おけるブランドの基本概念を再考し､ブランド･マーケテイングが既存のマーケテイング理論にいかな

る影響を与え､どのような関連性を持っているかを考察す
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部科校名 :国際関係学部 氏名 : 北 川 道

男研究の結果 (つづ

き)コモディティ製品と高価格製品を対比することで､近年､新たな経済価値として注目される ｢経験価

値｣への検討が可能になると思われる｡コモディティは市場において代替可能であり､製品は有形財､

サービスは無形財として捉えるが､.経験は消費者の思い出に残るという特質を持つ｡企業が提供する事

に共感し､それにより経験という価値を消費者が見出したときに､インタラクティブな関係が企業と消

費者間で成し得ることが出来る｡これは､企業と顧客の関係を､継続的に持続するための役割をブラン

ドが担うという観点と共通するものであ

る｡一方､サ-ビス経済のシステムにおいても､提供されるサービスに納得して顧客が集まり､対価

が支払われるというものであった｡しかし､サ-ビスさえも付加価値が失われ､差別性がなくなるとコ

モディティ化を余儀なくされている｡そのため､機能やサービスの利便性といった価値を超える次元､即

ち､経験という価値を体現したサ-ビスを提供することでブランドを構築するマネジメントへとサー

ビス業も転換させる必要があ

る｡したがって､具体的な調査方法は､定性的アプローチを遂行するO客観的に調査対象者を捉える

のではなく､対象者に対する共感的な理解や主観的な解釈を重視する｡従来からの科学的な調査方法で

はなく､多様化する生活者の価値観を把握する調査方法を試み

る｡なぜなら､従来の ｢大量生産 ･大量消費｣というマス ･マーケテイングでは消費者を定量的に扱

い､購買行動についての仮説検証を行うことに重点をおいてきた｡それが､各社競い合いコモディティ

化に繋がっている｡このようなアプロ-チでは､消費者二-ズが多様化している現在では的確に市場を

捉えられない｡今や製品 ･サ…ビスの本質的な機能だけで企業が競争優位勝ち取るのは不可能である｡

例えば､ファッション性の高いアパレル業界や装飾品､化粧品はブランド価値に感覚的 ･情緒的要素が

重要となるし､芸術性に関わる映画や音楽においては従来の消費者行動研究では限界がある｡様々な製

品 ･サービスにおいて象徴的要素が重視されている現代だからこそ､ブランド･マーケテイングにおけ

る多様な研究の素地が生まれるのであ

る｡注 :必要に応じて,このペ-ジをご使用くださ



【別紙様式 8】
課題番号 共 07-00

6注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19 年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 1

9 日氏

名所属 ･資格 理工学部 ･准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとお り報告いたします｡※ホームページ等での公開の (⑳ 暮否) いずれかを○で囲んでくださいo
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部科校名:理工学部 氏名:大月
穣6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000 字以上記入してください

｡)1.三脚型分子の合成とナノ配列

作成ナノメー トルスケールで機能性部位を規則的に配列するビルディングブロックとして,新しい三脚

型分子を合成した.その構造を図 1 に示す.これらは以前報告した三脚型分子 [1]を発展させたもので

,左に示した TnPhBr は三脚上部にプロモフェニル基をもっている.プロモフェニル基はカップリング反

応によって様々な機能性基を結合することができるので,もしこの分子が分子レベルで規則的な配列を形

成することができれば,機能性基の分子レベルでの配列を作成するための,非常に有用な中間体化合物で

あるということができる.したがって,以下,この化合物の基板上での分子配列形成について検討し

た.配列作成は,分子の自己組織化能を利用するため,シンプルな溶液滴下法によって,グラファイ ト

基板上で行った.分子構造の影響,滴下溶媒の影響,そして,滴下溶媒揮発後のアニールの影響について

ひとつずつ検討した.生成した表面上での分子集合体の形状を原子間力顕微鏡でマイクロメー トルスケー

ルで観察した.分子レベル,すなわちナノメー トルスケールで規則的な配列を形成すると,マイクロメー

トルスケールでは輪郭が直線的な2 次元結晶として現れるはずなので,これを判断基準とした.脚となる

アルキル鎖の長さが3 通り (C14,C1 8,C22) の化合物を検討したところ,C1 8と C22 のものから2 次元結晶

が得られた.したがって,脚の長さがある程度以上あることが重要であることがわかる.滴下溶媒として

,ジクロロメタン,ヘキサン,トルエンについて検討したところ,-キサンとトルエンから2 次元結晶が

得られた.ジクロロメタンは沸点が低く,分子が安定な2 次元結晶になる前に揮発してしまうことが考え

られる.このように 2 次元結晶ができることはわかったものの,単に溶液を滴下しただけの場合,毎回質

の高い 2 次元結晶が得られるわけではなく,操作ごとのばらつきが大きかった.そこで,溶媒揮発後しば

らくの間高い温度に置いておくアニールについて検討した.温度,時間について検討した結果,50 oC,3
0 分のアニールで,2 次元結晶が再現性よく得られ,しかも数マイクロメー トルにわたって成長した大き

な 2次元結晶領域が得られることがわかった (図 2).この結晶領域の中では分子が規則的に配列してい

ると考えられ,さらにこの構造を転写して規則構造を得る鋳型としての利用に期待がもたれ

る.図 1右に示した TnPhNNPh は,TnPhBr を経由して合成した分子であるが,ナノ配列の中で光に

よって構造異性化する新しいナノ応答性材料として期待がもたれるので,その特性を検討している

.2. ｢鎖｣型分子の

合成分子鎖が機械的にからみあったカテナン構造を一定の間隔で高分子鎖中に導入した新規のポリ[2

]カテナンの合成に成功した.これはカテナン間をトリアゾ-ル環やビフェニル等の剛直な一定の長さを

もつスペーサーで連結したものである.このポリマーの配向を制御することによって,低密度ポリマー相

中に高密度カテナンの ドットが規則的に配列した材料ができると考えられ

る.T14 PhBr

n=14T18PhBr:n=18
T22 PhBr,n=2

2図 1. 三脚型分子. T18PhNNPh:n=18T22PhNNPh:n=22 〕 2 4 6 8 10



【別紙様式 8】 課題番号共0~ト00 7注:課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 14

日氏 名 正

一所属 ･資格 生 産 工 学 部 ･教 授日 本 大 学 総 長

殿下記のとお り報告いたしま

す｡1 種 目 l奨励研究/一般研究(個人)/6義蒜 蒜 砂 総合研究 l注:該当する種目を｡で囲んでくださ

いO2 研

究課題演-液二相系反応のための高次機能超分子触媒の開発とヒドロホルミル化反応

-の応用3

研究の目的液-液二相系反応は触媒の回収 .再利用が極めて容易であるということから注目されるように

なり,既に水を溶媒とする水相-有機相二相系ヒドロホル ミル化反応のプロセスで工業化されている○最近

,我々は,水溶性カリックスアレーンホスフィン配位子を合成 し,そのRh錯体がそれまで実現困難であっ
た水に不溶なオレフィンに対しても極めて高い触媒活性を示 し,また回収 .再使用しても活性が低下せず

に高収率でアルデヒドを与えることを報告したoしかし,生成物であるアルデヒドの直鎖選択性は満足でき

るものではなかったoそこで本研究では,Xantphos 部位をカリックスアレーンに導入した構造の新規水溶

性配位子を合成することにより,熱安定性に優れ,回収 .再使用できる超分子触媒を開発することを目

的とした○4 研究の概要金属錯体のバイ トアングルが 1200 付近に制御され,直鎖アルデヒド選択性

が飛躍的に向上すると期待される配位子として,widerim 側ににⅩantphos 部位を架橋した大環状構造の

カリックスアレーンホスフィンを幾つかデザインし,安定と考えられる立体配座が超分子触媒として機能

するかどうかを検討 した○次に,大環状構造ため合成が難 しいこれら配位子の合成経路を幾つか検討を試み,最終的に目

的化合物前駆体の合成に成功した○5 研究組織 (共同研究 .

総合研究のみ該当します)･研究代表者 清 水 正 一 (高次機能超分子触媒の合成とヒドロホル ミル化

反応,研究総括)･研究分

担者 (役割分担)南 滞 宏 明 (金属錯体の分析)西 揮 - 友 (

分子力学計算による分子触媒の評価およびその数量化)※ト ムページ等での公開の ㊥ 増 ) いずれかを○で
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部科校名 :生産工学部 氏名 :清 水 正

-6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000 字以上記入してください

｡)本研究でデザインし,最終的に合成に取り組んだ新規水溶性カリックスホスフィン配位子の構造を Figure

1に示した0 日的化合物 1a-SO3Na を合成するための経路としては種々考えられるが,まずカリックス[4】

アレーン部位 2 とⅩantphos 部位 3 を別々に合成 し,この 3 のジリチオ化物を 2 に付加させる一段階の反応

で環化を行なう経路(Scheme 1)を採用して反応を試みた｡その結果,カリックス【4け レーン部位 2 とⅩantph

os部位 3 の片側が交互に結合 したオリゴマーが生成 してしまい,目的とした環状化合物を得ることができ

なかった｡そこで 1 段階で環化させるのではなく,まず片側のみを結合させた化合物 5 を合成 し,その後分

子内反応により環化させ,化合物 6 を合成する経路を採用 した(Scheme2

)｡)∩

(1a-SO3Na: ∩=
11b･S O3 Na: 〃=2

P

ら

皿

i
iig

31FigureI.NovelWater-SolubleCalixphosphine. aReagentsandReactionconditions:(a)n-BuLi, THF,-78oC
･Scheme 2

aBr C

HOら… ー庵Mwrー
_
1

9iLn7

8aReagentsandReactionconditions: (b)n-BuLi/Pentane,THF,J78oC;(C)n-BuLi,HCOOEt,THF,-78oC;(d)NaBH 4,AIC13,THF,reflux;(e)HSiC l3,NEt3,Tol
uenereflux;(f)LiPPh 2,THF,re n

ux･第一段階として 3 をモノリチオ化し,この溶液に THF に溶解させた 4 を滴下することにより5 を得

た｡5の 1H NMR スペク トルには, ∂2.97 ,4.22 ppm 付近にカリックス【4]アレーン部位のメチレン架橋

に帰属されるシグナルが,加えて 8 1.62ppm 付近にはⅩantphos 部位の 9,9 位のジメチル基に帰属されるシグ
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部科校名 :生産工学部 氏名 :清 水 正

一研究の結果 (つづ

き)確認された｡また,ベンジル基のメチレンに帰属されるシグナルが∂4.85-4.99ppm に複数のシグナル

として確認された｡加えて,IR スペクトルから3401cm ~1に OH 基の吸収が確認されたことから,5 を合成

できたことが確かめられた｡次いで,5の二つの臭素をアルキルリチウムによるハロゲンーリチウム交換反応

によりリチオ化し,ギ酸エチルを加えることにより6 の合成を行なった｡この反応では,近傍にある2 つの

有機リチウム部位がギ酸エチルのカルボニル炭素-と連続的に求核攻撃を起こし,分子内で環化した化合物

6 が効率よく得られるものと期待され,実際にこれまでにない収率で環化生成物を得ることができた｡得ら

れたカリックスホスフィン 6 にはⅩantphos 部位のリン原子およびスペーサー鎖で水酸基が結合した炭素原

子が不斉であることから,異性体が多数存在すると考えられる｡そのため,ここでは生成物の単離精製は行

なわず,そのまま次の反応に用いた｡この粗生成物 6 の OH 基を水素化ホウ素ナ トリウムと塩化アルミニウ

ムを用いて還元した｡生成物 7 の IR スペクトルには OH 基の吸収が消失しており,OH の還元が進行した

ことが確認できた｡しかし,その 31PNMR スペクトルにはホスフィンオキシドに対応するシグナルが認めら

れ,ホスフィンが酸化されたことが明らかとなった｡そこで,ホスフィンオキシド7の還元を行ない,続い

て脱ベンジル化を行なった｡得られた化合物8の 1HNMR スペクトルには,10.3ppm にフェノール性 OH

基に帰属されるシグナルが現れ,4.98ppm 付近に現れていたベンジル基のメチレンに帰属されるシグナルが

消失していることが確認できた｡加えて,31PNMR スペクトルには-18ppm 付近にシグナルが確認できた｡

これらのことから得られた化合物は目的化合物前駆体の8であることが確かめられ

た｡本研究では,目的化合物を合成するにあたって最大の課題であった環化の合成経路を確立することが

できた｡今後は,ヒドロホルミル化反応の触媒を調製する必要があるので,より効率的に化合物を得るため

更なる反応方法や条件の検討を行なう｡また,スルホン化して水溶性とした配位子を用いて長鎖オレフィン

の水棉/有機相二相系ヒドロホルミル化反応を行ない,デザインした配位子が期待された機能を示すかどう

かを評価する｡

合成カリックス[4】アレーン部位は 2 と4 の 2 種類合成した｡2 の合成は既知化合物 94 を出発原料として 4

-プロモベンズアルデヒドを用いた Suzuki-Miyaura クロスカップリング反応により合成した｡また,4 の

合成は同じく既知化合物 9 を出発原料として 1,4-ジブロモベンゼンを用いた Suzuki-Miyaura クロスカップ

リング反応,モノホルミル化を経て合成した(Scheme3 )

0ScIleme

3｡ Scheme 4a

Br

OHC_也. ー

0010BPBn BnOaReagentsandReactiorlCOnditions:(g)n-BuLi,B(OMe )
3,THF,一78oC;(h)4-Bromobenzaldehyde,PPh 3,Pd(OAc )2,Toluene
/トPropanol,2MNa2C O3 ,renuX; (i)I,4-Dibromobenzene,Pd(PPh 3

)4,2M Na2C O3 ,Benzene,reflux;O)n-BuLi/Pentane,DM F,THF,一7 8oC･ 12

｣塑十 Pら瀧iiig'-

3a ReagerltSandReactionconditions:(k)1)

sec-Bu Li,TMEDA ,Et2 0,-78oC;2)Br2/Pentane,-78oC; (I)n-B
uLi,PPh(OEt)C l,THE,-78oC;(m)BrC

6H4Li,THF ,づ5 oC･注 :必要に応 じて
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部科校名 :生産工学部 氏名 :清 水 正

一研究の結果 (つづ

き)Ⅹantpho s部位である3 の合成は,9,9- ジメチルキサンテンを出発原料に 4,5 位のジ臭素化,クロロエ

チルフェニルホスフイナイ トとの求核置換反応,4-プロモフェニル リチウムとの求核置換反応を経て合成

した(seheme4) ｡また,12 の原料となるクロロエチルフェニルホスフイナイ トは, トリエチルホスファイ ト

を出発原料に,調製したフェニルマグネシウムプロミドとの求核置換反応,ジクロロフェニルホスフィンと

の反応の 2段階を経て合成した(Seheme5 )

02:Rl=0,06(CHC 13); mp108-109oC;lHNMR(CDC 13,400MHz)a9.79( S,2H),7･42-7.53(m,4H),7,2ト7･33(

m ,20H),7.03-7.05(m,4H),6.69-6.77(m,10H),5.08,( S,4H),4.89( S,4H),4.24(d ,J=13.5Hz,4H),2.99(d ,J=13
.6Hz,4H);13cNMR(CDC1 3,100MHz)6191.82,156.08,155.30,146.60,137.50,137.35,135.80,135.29,134.1
6,133.21,130.01,129.64,129.43,128.64,128.26,128.09,127.98,127.95,126.84,126 .45,122.61,76.15,31.48;

IR(KBr)3329,2920,2733cm-1･,Ana l.CalcdforC ,.H560 6･.C,84.65･,H,5.68.Found･.C,84.39;H,5.4 8

.3:(ra e)mp100-101oC,'lHM R(400MHz,CDC13)87 .42(dd ,J=3.87 ,1.21Hz,2H),7.2ト7.32( 孤,12H

),7.09-7,12(m,4H),6.95-7.02(m,6H),6 .48(dd ,J=7.53 ,1.71Hz,2H) ,1.65( S,6H),'31PilH〉NMR(CDC1

3,162MHz) ∂-17.68;13CNMR(100MHz,CDC13) a152 .43(t ,J=9.5Hz),136 .45(t ,J=5.1Hz),136.

46(t,J=8.2Hz),135.23(t ,J=10.6Hz),133.87(t ,J=10.3Hz),131.90,131.28(t ,J=3.4Hz),130.05,128.5

3,128.37(t ,J=3.4Hz),126.60,124.95(dd ,J=10.0,8 .4Hz),123.62,122.91,34 .47,31.72,'IR(KBr)V305

9,2959,2924cm-1; (meso):mp109-110oC;lHNMR(400MHz,CDC13)87 .43( a,J=1.25 Hz,lH),7 .41( a,

J=1.20Hz,lH),7.23-7.34(m,12H),7.16-7.21(m,4H),6.9ト7.01(m,4H),6 .48-6.52(m,2H) ,1.67( S,3H

),1.62( S,3H),'31PilHiNMR(CDC1 3,162MHz) ∂-17.85; 13C NMR(100MHz,CDC13) 8152 .44(t ,J=9
.5Hz),136.69(t ,J=6.1Hz),136Al(dd ,J=7.5,6.2Hz),134.93(t ,J=10 AHz),134.21(t ,J=10 .4Hz

),131.92,131.22(t ,J=3.3Hz),130.07,128.66,128.37(t ,J=3.4Hz),126.59,125.02(dd ,J=10 A,8.IHz

),123.60,122.88,34 .47,32.35,31.06,'IR(KBr)V3059,2959,2920,2859c

m+4:mp91-92oC;1HNMR(400MHz,CDC13) ∂9.88-9.99(m,lH),7.80( a,J=8.24Hz,lH),7.15-7.36(

m ,23H),7.00( a,J=8.17Hz,1H ),6.97( a,J=8.53Hz,lH),6.61-6.81(m,8H),6.54( S,1H),6.28( a,J=7.

52Hz,lH),6.09(t ,J=7.51Hz,lH),4.84-5.10(m,8H),4.24( a,J=13.6Hz,2H),4.23( a,J=13.5Hz,2H

),2.98( a,J=13.6Hz,2H),2.97( a,J=13.7Hz,2H),'IR(KBr) V 3060,3028,2914,2865,2728,1697,160

3,1460,1210,1176,1148,1079,979,915,890,822,758,697,cm~ 1

.5:1HNMR(400MHz,CDC13) ∂6.97-7.50(m,52H),6.78-6.87(m,3H),6.54-6.67(m,7H),6.35-6 .41(

m ,lH),4.87-5.04(m,8H),4.20-4.25(m,4H),2.94-2.99(m,4H) ,1.61-1.66(m,6H);31PilHiNMR(CDC1 3,1

62MHz) ∂-18.52-17.63;IR(KBr) V 3401,3059,3028,2960,2918,2864,1585,1460,1434,1402,123

7,1176,1085,980,820,789,744,696cm 1

.6:31PilH‡NMR(CDC1 3,162MHz) ∂-17A9 (J=30.8Hz),-18.20 (J=30.8 )

.7:31PIlH)NMR(CDC1 3,162MHz) ∂30,98-32.3 7

.8:31PilHiNMR(CDC1 3,162MHz) 8-17.59 (J=31.3Hz ),-18.52 (J=31.

1)注 :必要に応 じて,このページをご使用 くださ
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L,平成 19 年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 7 日

氏所属 ｡資格 情報工学科 ｡教授日 本 大 学 総 長

殿下記の

とおり報告いたします｡l 種 目 奨励研究/一般研究(個人)一般研究(共同)総合研究 注:
該当する種目を

O で囲んでくださいo2 研究課題河川湖沼等水域の水質保全のための広域モニタリングシステ

ム開発に関する研究3 研究の目的河川等の水質汚濁防止や自然湖沼等の閉鎖性水域の水質保全の

ためには､地表での汚濁負荷や水質等現地データの解析とともに､人工衛星で取得したリモー トセンシングデータを使用して広域に水域をモ

ニタリングする手

法を開発検討する｡4 研究の概要本研究では､福島県内の広域陸水域モニタリングを行 うため､

衛星リモー トセンシングデータから陸上の水域の濁度等の水質を推定するアルゴリズムを作成する｡ま

た､福島県内の水域環境変化を把握するために､水域の過去 20 年間の土地被覆変化を人工衛星のデー

タに分類手法を使用してデータベース化を行い､pH ,CO D､SS､窒素､リン､クロロフィル等の水質変化と北部水域での汀線変化や植生

変化等との因果関係を明確にするO5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

若林 裕之研究分担者 (役割分担)

中村 玄正 (現地取得データの解析)

藤

田 豊 (現地取得デ-タの解析)岩井 俊哉 (リモ- トセンシングデ

ータ解析､土地被覆分類手法の研究)･語,I:.-I.-I...I.p / - :I . ･. .I. ･ I.-し､ -/I.:1∴ ･_筆｣:I .:I:i.:-/
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部科校名 :工学部 氏名 :若林 裕

之6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000 字以上記入してくださいO)

1.研究背景および報告

概要猪苗代湖の湖水は､長瀬州から酸性の河川水が流入しているため弱い 酸性を示していたが､近年

PHの上昇が確認されている｡また､北部水域においては湖に流入される窒素やリンを栄養源にして､

多くの永生植物がみられるようになってい

る｡･本研究では､衛星リモー トセンシングデータを使用した猪苗代湖の水質モニタリングの可能性を

検討することを目的としているO水質のリモー トセンシングは､水色を指標とするのが一般的である｡

水色は､水中に入射した太陽光が､水分子や浮遊している土砂あるいはプランクトンの粒子によって､

吸収あるいは散乱を受けることで決定され

る｡本報告では､衛星高度で観測された分光反射特性と地上で観測した分光反射特性を､比較解析を

行 うことによって､猪苗代湖水の分光反射特性の特徴を把握し､水色及び水質のモニタリングの可能性

について検討した結果を示

す｡2. 観測データおよび解析

結果2.1 衛星デ

ータ衛星リモー トセンシングデータとして ASTERデータを使用した0 ASTERは､EOS計画の衛星の一

つであるTerraに搭載されたセンサで､1999 年から観測を始め現在も運用継続中である｡ASTERの観測

波長は可視近赤外域に3 バンド､短波長赤外域に6バンド､熱赤外域に5バンドを有している｡今回は

水色に関連する可視近赤外域と､水温に関係する熱赤外域に者目して使用した｡2007 年度中に 5 回の観

測要求を出したが､緊急観測のため 1 回がキャンセルされ､ 4 回の観測データが得られた｡しかし､雲

量の関係で猪苗代湖面が撮像されたのは､8 月 24 日と9 月 9 日のみであっ

た｡ASTERは約 800km の高度から観測を行っているため､大気の影響(透過率と光路輝度)を含んでい

るため､地上で取得した分光反射と単純に比較することは困難である｡大気の影響に関しては､可視近

赤外域は地上で計測した反射率を使用して補正を行い､熱赤外域は重回帰分析によって得られた温度推

定式を使用して補正を行っ

た｡求められた水温のデータから､猪苗代湖の北部水域が他の領域に比較して水温が高い場合と低い

場合の 2 ケースが得られたO北部水域は水深が浅いため､気温の影響を受けやすいためと推定されたOま

た､可視近赤外域のデータについては､陸域をマスクすることによって猪苗代湖の中の水色の違いが明

確になった｡さらに､教師無し分類 (トレーニングェリアを用いない分類手法)を行った結果､猪苗代

湖の水色が4種類程度にグループ分けされることがわかっ

た｡2.2 地上観測デ

ータ2007 年 11 月 3 日に猪苗代湖においてボー トを使用した湖上観測を行った｡可搬型の分光放射計(

学術研究助成で調達した英弘精機 MS-720) を使用して､湖上にグリッド状の観測点を設定し､24 ポイン

トにおいて分光反射特性を測定したOまた､各観測ポイントにおいて水深 購 メー トルまでの水質に関

するチ-夕を東乳 濁乳 頭,DO,EC ,クロロフィル等)の取得を行っ
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部科校名 :工学部 氏名 :若林 裕之

研究の結果 (つづき)

2.3 解析結果

2.1 の衛星データによる分類結果に基づいて､2.2 で測定 した分光反射特性をグループ分けして平均

値を算出したところ､湖の北部領域と中部領域はほぼ同等の反射特性を示 したが､南部領域については､

ASTERのバン ド3 に相当する近赤外域の反射が大きいことがわかった｡以上より､2.1 のグループ分類

が近赤外域の反射率の違いに起因すると推定したO

近赤外域は植物の活性度が反射率として現れる波長帯であり､水中にある植物性プランク トンまたは

水生植物が近赤外域の反射率を大きくしたものと推定される｡そこで､2.2 で取得 した水深 0メー トル

付近のクロロフィル濃度の高いポイントと低いポイン トについて､分光反射特性を詳細に比較 したとこ

ろ､ASTER観測中心波長における反射率が 2 倍程度異なることがわかり､推定を裏付ける結果となった｡

3. まとめ及び今後の課題

2007 年 8 月 24 日および 9 月 9 日に取得したASTERデータと2007 年 11月 3 日に取得した地上観測データ

を使用して､猪苗代湖水の水温と分光反射特性の解析を行い､分光反射特性の違いが大きく現れる波長が近

赤外域にあることを示した｡近赤外域は植物の活性度の影響を受ける波長域であるため､植物性プランク ト

ン叉は水生植物が水色の違いに影響していると推定される｡

今回の衛星デ-タと地上観測データの比較評価は､天候の間係で 2 ケ月以上離れていたOまた､水深が浅

く濁度の影響が大きいと考えられる北部水域においては､ポー トが入ることができず 1点のみの観測となっ

てしまった.2008 年度以降では､完全に同期した衛星データおよび地上観測デ-タを使用して､猪苗代湖水

の分光反射特性を定量的に把握するとともに､分光反射特性の違いを起こす要因を解明する予定であるO

,;.･･:I-･'JL:､一十 ‥.̀ ~'い＼､､:･p~L中 一き~ ､･･I
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｡平成 19 年度 学術研究助成金実績報告

書 平成 20 年 4 月 1
4 日日 本 大 学 総 長

殿 氏 名 佐藤 晴夫

印所属 ･資格 工学部 ･

教授下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 廃励研究/一般研究(個人)/ぐ頑南東頂 筒y総合研究 極 :該当する種目をO で囲んでくださ

いO2 研究課題自然エネルギーを活用した分散型小規模電力網に関す

る研究3 研

究の目的地球環境保全,化石エネルギーの枯渇,エネルギー供給の安定性などの観点から,水素

社会の実現を目指した様々な取り組みが各所で展開されている○水素社会の実現のためには,水素を

中心として,水素を燃料とする燃料電池や水素製造のための自然 (再生可能)エネルギーの活用さ

らにはバイオガスを原料とした水素精製プラントなどさまざまな構成要素が必要とされる0本研究

では,自然エネルギーを活用した分散型小規模電気エネルギー供給システム (マイクログリッドシ

ステム)の実現に向けて,各構成要素技術に関する研究を

行 う○4 研究の概要①風力 .太陽光ハイブリッド発電システムを利用した水素製造実験 :工学

部構内に設置されている風力 .太陽光ハイブリッド発電出力を利用して,マイクロ波照射による水

素製造実験を行 うo様々な条件の下での実験データを収集し,効率的な水素製造

と実用化-の課題を検討するo②セルモニタシステムを用いた燃料電池発電の最適化制御 :電池セ

ルの状態を監視できるセルモニタシステムを導入 し,固体高分子型燃料電池の各種特性実験を行い,運転効率の

最適化制御法について検討するo③小水力発電の活用技術と導入可能性の検討 :マイクロ水車

発電や小水力発電の技術的課題 と水利権で制約されている中

小河川-の導入可能性について検討するo5 研究組織 (共同研究 .総合研究

のみ該当します)･研究

代表者佐藤 晴夫･研究分担者 (役割分担)

平山 和雄 (水素製造における

化学的特性の分析)上田 剛 (燃

料電池の最適制御)渡部 弘一 (小水力発電の活用技術)※ホームページ等での公開の ㊥ ･否) いずれかを
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部科校名 : 工学部 氏名 :佐藤 晴

夫6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000 字以上記入してください

｡)(D水素製造実験

結果家庭用定置型水素改質器の開発を目標に,図 1 に示す実験装置を用いて､メタンを原料とする

マイクロ波照射による水素製造実験を行った結果,適切な反応材を用いることにより,100- 300W の

低電力でメタンから水素-の改質反応が起こることを確認した｡また,炭素フェル ト,金属ワイヤーな

どの反応材と印加電力 ･水素発生量との関係について,以下に示す実験結果が得られ

た｡①-1 炭素フェル ト反応材を用いた

場合図2 は,マイクロ波電力 300W ～ 500W に対して,マイクロ波照射の時間経過と水素発生量を

示す実験結果である｡マイクロ波照射直後では,マイクロ波電力が大きいほど水素発生量は増加 してい

ることが確認された｡また,マイクロ波電力 500W の場合,時間経過とともに水素発生量が減少している

が,これはマイクロ波電力が大きいほど大量のスス (炭素)が反応管内に析出し,マイクロ波照射を妨

害するためであ

る｡今後の課題として､水素発生に要したェネルギーに対して得られた水素のエネルギー変換効率(

発生水素の燃焼エネルギー/水素発生に消費したエネルギー)の改善とマイクロ波エネルギーを効果的に

吸収可能な反応材の形状､マイクロ波を妨害するススの除去方法についての検討が必要であ

る｡①-2 炭素フェル トに金属ワイヤを巻き付けた反応材を用いた

場合図 3 は,マイクロ波電力 300W の下で､反応材として炭素フェル トのみを用いた場合と炭素フェ

ル トに金属ワイヤ巻き付けた場合における水素発生量との関係を示す実験結果である｡マイクロ波照射

開始直後は,炭素フェル トのみの場合よりワイヤ巻き付けた反応材のほうが水素発生量は多いことが確

認された｡金属ワイヤを巻き付けた反応材は,金属ワイヤ自体の発光も見られたことから､この発光が

メタンの分解促進に関与していると思われる｡この発光は金属ワイヤの電子がマイクロ波の電場の作用

に影響され電流が発生し放電が起きたものと考えられる｡しかし､この発光状態は再現性に乏しいため

,今後は､発光条件を検討し,より効率的な反応材-改良する必要があ

る｡図1 水素製造実験装置の概略0
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部科校名 :工学部 氏名 : 佐藤 晴

夫研究の結果 (つづ

き)②燃料電池の特性

試験図4は,200W 定格出力の燃料電池に200W 負荷を

接続し,出力電圧と内部のセル温度の時間経過特性を

測定した実験結果である｡時間の経過とともに燃料電

池内部のセル温度が上昇 し,出力電圧は緩やかであ

るが徐々に低下することが確認された｡これは,燃料

電池の電解質膜内においてイオン流により負極側から

の電気浸透現象が起こり,電解質膜が乾燥して燃料電

池の内部抵抗が上昇するためである｡ この欠点を補

うためには,(1)温度上昇を抑える冷却ファンの取り

付けとその制御 (2)燃料電池-供給する酸素量の

制御(3)供給する水素の湿度,温度の制御 (4)水素流

量の制御 (5)負荷変動-の追随性の改善などの課題に

ついて検討する必要がある ｡

50

45

40

35S 30､ヽ._.
･′出
25紳 20

15

10

5

0 1 16 31 4

6 61 76 91106121136151時間(see)図4

燃料電池の電圧及び温度特性③小水力発電の活用技術太陽光,風力,河川水力のエネルギーを

利用して発電する場合,河川水力から電力を得る場合が最も発電コス トは小さくなる｡しかし,一般の河川水を電力に利用する場合,様々な障害が横たわっ

ている｡利用の実用化に障害となっている点は,利用申請手続きの窓口の多さと法的には根拠がない

｢水利権｣による

水利用の阻害があることがわかった｡河川を利用する場合,以下のように河川種類により申請窓口が異な

っていて一本化はできていないのが現状である｡(1)一級河川 - 国土交通省 (河川法第 4条) (2)二

級河川 - 都府県知事 (河川法第 5条)(3)準用河川

- 市町村長,(河川法第 100 条) (4)普通河川 - 市長村,流水占用は河川法の適用を

受けない (5)農業用水 - 農林水産省･土地改良区風力及び太陽光を利用したハイイブリッド発電

に対して,小水カエネルギーを導入した場合は,図 5に示すように,年間の 3/4 はほぼ安定した出

力電力が得られることがわかったが,残り 1/4 の期間でもさらに安定した電力を得るためには,余剰電力による水素生成や畜産 ･食品廃

棄物による発酵生成燃料の利用などの方法が必要となる｡また

,イニシャルコス トの低減策も踏まえたシステム構築についても検討が必要である｡ ∴:.句⊂柑'.
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【別紙様式 8】
課題番号 共 ′07-01

0注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19 年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 2

5 日氏 名 笠巻 祐

二所属 ･資格 医学部 ･ 講師(専任扱)日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 奨励研究/一般研究(個人)/ 注:該当する種目をO で囲んでくださ

い｡2 研究

課題中国西域少数民族の自然長寿を規定する心臓生理学的要因一日本人長寿者との比

較-3 研究の
目的我々は日中共同調査団による自然長寿を取り巻く諸因子に関する前向き調査を継続して行っているが､今回心臓生理

学的側面からこれまで得られた重要な知見について更に詳細な検討を加えることにより自然長寿を規定する要因が何か

を明確にし､それらの因子を獲得するために実現可能なことは何かを兄いだすことを目標とする｡そのため､従来の調査

研究に加え､新たに日本人の自然長寿者を比較対象として検討し､未解決な問題についての検証を行うことを目的とし

た｡4 研究の
概要中国新彊ウイグル自治区における少数民族であるホ-タン居住の90 歳以上のウイグル族自然長寿群(UL群)約 100 名

(男女比:7:3) および茨城県居住の 90 歳以上の日本人自然長寿群(JL 群)約 60 名を対象とし､主に心臓生理学的検査とし

て心電図､加算平均心電図､携帯型心電図､および心エコーを施行した｡ウイグル族と日本人の自然長寿者間で比較する

ことにより､従来の日中共同調査では不可能であった異なる民族の自然長寿者間での比較が可能となり､自然長寿を規定

する因子が普遍的なものであるのか､あるいは民族特有のものであるのかを検討し

た｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代

表者笠巻祐二 講師 専門領域 :循環器内科､心電図､不整脈､心エ

コー研究計画立案､遂行､総括心電図､心エコーの実施､データ解析､統計処理､論文作成

･研究分担者 (役割分

担)泉 洋一 講師 専門領域 :高血圧､内

分泌血液生化学検査およびホルモン検査データ解析､携帯型連続血圧測定装置の実施､解

析中井俊子 助教 専門領域 :循環器内科学､心臓電気生

理学24 時間ホルター心電図の実施､データ

解析※ホームページ等での公開の (㊨ ･否) いずれかをO で囲んでください｡否の場合は,理由書を添付して下さ
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部科校名 :医学部 氏名 :笠巻祐

二6 研究 の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000 字以上記入してください｡

)我々は､日本超音波医学会第 80回学術集会において心エコーによる心機能の特徴について明らか

にした｡下記にその要旨を記載す

る｡自然長寿者の心機能の特徴一中国西域少数民族と日本人との比

較-CharacteristicsofCardiacfunctioninNatlユralLongevity･CompariSonbetweenUygurPeopleandJapanese

･我々は､以前より中国西域の新彊ウイグル自治区における少数民族を対象として自然長寿を取り巻

く諸因子に関する前向き調査を継続 して行っている｡これまで自然長寿を規定する心臓生理学的要因

のうち､心機能の詳細については不明であったが､昨年夏に行われた中国新彊ウイグル自治区ホ-タン

居住の 90 歳以上のウイグル族自然長寿者(UL 群)113 名を対象とした調査において以下のことが判明し

た｡すなわち､uL 群の心エコー所見の特徴は､左室収縮機能が正常で､加齢による拡張能低下が軽度

に留まっており､拡張末期圧が比較的正常に保たれていた｡また､心室中隔壁厚と左室後壁壁厚は正常

範囲内であったが､左室心筋重量は男女とも正常より大であった｡しかし､こうした特徴が､自然長寿

者に普遍的なものであるのか否かについては明らかではない｡そのためホータン居住のウイグル族にお

ける各年代別の比較検討や日本人を含む多民族間での自然長寿者の比較検討などが今後必要であると

考えられた｡今回､自然長寿者における心機能の特徴に民族差があるのか否かを明らかにするため､U

L 群と日本人自然長寿者との比較検討を行った｡中国新彊ウイグル自治区ホータン居住の 90 歳以上の

ウイグル族自然長寿者(UL 群)113 名と茨城県居住の 90 歳以上の日本人自然長寿群(JL 群)56 名を対象と

し､経胸壁心エコーによる左室計測､左室収縮機能､大動脈径､左房径の計測の他､経胸壁 ドプラおよ

び組織 ドプラ法を用い､左室拡張機能および左室拡張末期圧の非侵襲的指標である E/e f(左室流入血流

速度E波と拡張早期僧帽弁輪速度 e-との比)について比較検討した｡UL 群､JL 群ともに左室径､大動脈

径､左房径はおおむね正常範囲であり､収縮機能の指標である EF､FS も正常範囲内であった(EF: 64 土1

0%vs.64j=8%､FS:35 土7%vs.35 土6%,n.S.) .心室中隔壁厚と左室後壁壁厚は両群とも正常範囲内であ

ったが､左室心筋重量は UL 群で男女とも正常より大であった(157 .4士45 .2g/m 2､134.8 土53.0g/m 2)が､J

L 群では､男女ともほぼ正常であった(113.9 土62.7g/m 2､108.1 土65 .3g/m 2).一方､拡張機能は､UL 群､J

L 群ともに左室流入血流速波形のE波､A波のパターンは弛緩障害のパターンを示し､軽度拡張能低下

に留まっていた｡また､両群で有意差は認めなかった(E仏 値 0.7 土0.2vs.0.9 土0.7､DT300±104msvs.207 土

77ms,a.S.) ｡また､E/ら-はuL 群では､E/e' (中隔側) 9.3土3.3､E/e' (側壁側)7.2 土2.5 であり､いずれもほぼ
正常範囲内に近い値であったが､JL 群では E/e' (中隔側) 15 .3土 6.1 ､E/e' (側壁側)13.2 土5.3で拡張末期圧

の上昇が示唆された｡UL 群において認められた左室収縮機能正常かつ軽度の拡張機能低下はJL 群でも認

められたことより､自然長寿者の心機能を規定する条件と思われる｡しかしながら､左室心筋重量は U

L 群で正常より大であったのに対し､JL 群ではほぼ正常に保たれていること､および UL 群でほぼ正常

に保たれていた拡張末期圧が､JL 群では上昇していたことについては民族差による可能性がある

｡また､第 72 回日本循環器学会学術集会において下記に示すように中国西域少数民族には心房細動

の有病率が極めて少ないことを報告した｡すなわち､中国新彊ウイグル自治区ホータン居住の 90 歳以

上のウイグル族自然長寿者(UL群)では､心房細動の有病率が極めて少なく､その理由として我々が心エ

コーのデータから明らかにした UL 群では､左室収縮機能正常かつ軽度の拡張機能低下に留まっている

ことが少なからず関わっている可能性について報告した｡血中テス トステロン濃度が比較的保たれてい

ることも重要な所見である可能性があるが､現時点では心房細動の有病率の低さと関連しているか否か

は不明であり､今後の検討を待たなければならないと考えてい
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部科校名 :医学部 氏名 :笠巻祐

二研究の結果 (つづき)

TheNaturalLongevityoftheUygurPeopleintheWesternRegionofChinaHasLessChancetoHaveAtri

alFibrillation?

Background:Epidemiologicstudieshavedemonstratedthattheprevalenceofatria用brillation(AF)wasclose

lycorrelatedwithaging.ThedevelopmentofAFhasbeenshowntobeassociatedwithelevatedleftventricul

arend-diastolicpressure(LVEDP).Accordingtoourpreviousresults,LVEDPinthenaturallongevityoft

heUygurpeoplewasnormalwhenevaluatedbytissueDopplerechocardiography.Wehypothesizedthatt

heprobabilityofAFwouldbelowerwhencomparedwithavaluesupposedbytheirage.Methods:Studysubjec

tsconsistedof219longevity(over90yearsold).WeinvestigatedtheprevalenceofAFbyportableECGmonit

or(omron,HCG-80 1)and/orstandardECG.Thedataobtainedwerecomparedwithechocardiogram,ABP

M ,bloodexaminationandurinalysis.Results:Only4subjects (i.8%)hadAFand3of4werecentenarian.Wefou

ndthatbloodpressureandle氏ventriculardiastolicfunctioninsubjectpopulationswerenorma l.Theurina

ryexcretionofsodiumwaslow,andtheexcretionofpotassiumwashigh.Interestingly,theserumtestostero

nelevelwasthesameaspeoplewhoranged&om65to70yearsold.Conclusion:Ourresultssuggestthatnorm

alLVEDPandnormalBPcouldbeattributedtolessprevalenceorAFinthenaturallongevityintheUygurpeopl

e.Furtherstudywillberequiredtoelucidatetheinvolvementoftheserum testosteronelevelagainstt

hedevelopmentofA

F.注 :必要に応じて,このページをご使用くださ
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課題番号 共 07-01

1平成 19 年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 2

5 日氏

名所属 ･資格 医学部･助教日 本 大 学

総 長 殿

下記のとおり報告いたします｡

1 種 目 奨励研究/一

般研究(個人)/ /総合研究2 研究課題メタポリックシンドロームでの内臓脂肪組織ケモカインレ

セプター(CCRl) の役割3 研究の目的我々は､新しいメタポリックシンドロームモデルマウスである SH

R-SP( fa+/+)の内臓脂肪における遺伝子発現を GeneChip を用いて網羅的に解析し､肥満内

臓脂肪組織において発現増加しているいくつかの遺伝子を同定した｡我々が同定した肥満ラットの内臓脂肪において

高発現していた､C一cchemokinereceptor1(CCRl) は細胞の遊走､増殖に関与することが

報告されているケモカインであり､脂肪組織における詳細な役割は検討されていないが､脂肪細胞にお

ける発現は確認されている｡ 脂肪組織においても､脂肪前駆細胞の遊走､増殖が､肥満の進行に密接に

関連していると考えられ､脂肪組織におけるケモカインおよびそのレセプターの研究はメタポリック

シンドロームの病態研究に重要なものであると考えられる｡本研究では､CCRl およびそのリガンドである macrophagei

nnammatoryprotein lα(MIPlα) の内臓脂肪組織における役割を明ら

かにすることを目的とする｡4 研究の概要メタポリックシンドロームの症候の発現に関する CCRl､MIPlα

の役割を検討するためには､invivoで各組織での発現を検討した後､細胞レベルでの発現を検討し､さらに培養細胞を用いた機能の解析を

行

う｡本研究では以下の順に研究をすすめる｡1.メタポリックシンドロームモデル動物脂肪組織にお

ける CCRl､MIPlα 遺伝子発現の確認2.肥満ラット内臓脂肪組織に

おける CCRl､MIPlα 発現細胞の同定3.培養細胞における CCRl､MI

Plα 遺伝子発現の変化および調節因子の検討4.培養細胞を用いた CCRl､MIPlα 遺伝子の脂肪細胞における役割の検討

5.siRN A を用いた CCRl 機能の検討

5 研究組織･研究代表

者 上野高浩･研究分

担者 (役割分担)松本太

郎 (細胞実験)本江純子
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部科校名 :医学部 氏名 :上野高

浩6 研 究 の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000 字以上記入してください｡

)ラット組織でのCCRl 発現をリアルタイム-RTPCR により検討すると､CCRl は非肥満のWKY ラッ
トにおいては､皮下脂肪組織で単核球の40% ､精巣上脂肪において50% の発現を認めるのみであったが

､肥満したZFラットにおいては､皮下脂肪では単核球の300% ､内臓脂肪､精巣上脂肪では120-150%

と肥満脂肪組織においてその発現が著明に増加してい

た｡肥満ラットと非肥満ラットにおいて末梢血単核球でのCCRl､MIP1-α ､CCR5 ､MCP- 1の発現を
検討すると､肥満ラットにおいてこれらのケモカインおよびそのレセプターの遺伝子発現が増加してい

ることが確認され

た｡CCRlmRNAexp昭SSioninratadiposeぬsu哲S,k妻dnoyandM
NCeva!Llated〇yRTィL7al･llmePCR

捌

旧

例
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s:-_ :- II

t-;さらに､マウス腹腔内脂肪組織をコラゲナーゼ処理した後に分散し､培養液を満たし

たフラスコにて天井培養した成熟培養脂肪細胞においてもCCRl 遺伝子発現を認め､脂肪細胞におけるCCRl 遺伝子発現を確認した｡
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の遊走を検討すると､ 3 T3-L l細胞はCCR lのリガンドであるMIPlα により遊走が増加し､この増加は抗ccR l抗体にて阻害された｡Chemotaxisof3T3-LIpreadlPOCyteSSlirlluEatedbyM IP-1LlandMRP-2),}･ここA/LJこrpl.pLrj C紬moiax

iso亨373-LIprea軸 O坤es s鮒

UはtecibyMRP･2anC'MIP-1(1乃5

tY,LrJ二･'/II.//lJq∴,



【別紙様式 8】
課題番号 共 07-01

2注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19 年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 5 月 1

7 日氏 名

所属 ･資格 山 上 裕 晃医学部 ･助手日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡i 種 目 l奨励研究/一般研究(個 )̂/ 宅地丑-/総合研究 F''i:該当する種目を○で囲んでくださ

いO2 研

究課題日本におけるE型肝炎の分子疫学的および臨床病理

学的研究3

研究の目的近年本邦にもE 型肝炎ウイルス (HEV) の固有株が存在することが報告されたoそこで日本

大学附属病院を受診した､急性非A 非B 非C 型肝疾患におけるHEV 感染の頻度を検索し､さらにHEV

の全塩基配列を決定して分子疫学的な感染ルートの検索を行うことにより､日本におけるHEV の感染経

路の確認およびHEV のもつ pathogeniesis について検討することを本申請の目的とす

るo4 研究の概要Ⅰ;日本 (東京)におけるH

EV 感染症の頻度の検索1.凍結保存結成より､ HEVgenotype Ⅰ型ないしⅢ型の2種類以上のHEVsepuen
ce より､比較的塩基配列が保存されている部位のうち､異なる領域を増幅するような primerset を設

定し､HEV RNA の検出をまず行うo対象例数を増やし多数列でのHEV 感染例の検出を行うoまた real-t
imePCR 法を用いてHEVRN

A 量の経時的な推移を検索するo2.HEVRNA 陽性例について全塩基配列を決定するoこの sepuence を基に分子系統樹解析を行い､既に報

告されている株との比較検討を行う○Ⅱ

;劇症肝炎におけるHEV 感染症の検索1虜FJ症肝炎例について nested

PCR 法にてHEVRNA の検出を行うo2.陽性例については sepuence を行
い既に撃告されているのと比較検討を行う.Ⅲ

;HEV のpathogenesis について1.HEV のpathogenesis お

よび感染経路について臨床病理学的に検討するo2.可能であればHEV の培養を行い､そのpathogenesis について詳細に検討するo

5 研究組織 (共同研究 .総合研究のみ該当します)

･研究代表者山 上 裕 晃･研究分担者 (役割分担)森 山 光 彦 (HEV 抗体の測定､検体の収集､分子系統樹の作成､pathogenisisi の検討)

黒 田 和 道 (PCR 法､sepuence の決定､HEV 培養)※ホームページ等での公開の (⑳ ･否) いず



[実績報告書8-2]

部科校名:医学部 氏名:山上 裕

晃6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000 字以上記入してください

｡)日本大学附属板橋病院消化器肝臓内科を受診した､原因不明の急性肝障害患者さんを対象として

まず検討した｡既に対象患者の肝炎関連ウイルスの核酸検出検査使用のインフォームドコンセントを得

て､当施設に凍結保存されている血清のうち､血中HBs抗

原(enzyme-rinkedimmunosorbentassay;EIA) ､HCV抗体(第 3世代 EIA)､Ig MHAV抗体､血中HBVDNA(nest
edPCR) ､TTVDNA(nestedPCR) ､simianTTV(nestedPCR) ､HGVRNA(nestedPCR) が全て陰性である非

A非B非 C非 G非 T型(nonAto T)肝疾患症例についてHEVRNA の検出を行った｡方法は､凍結保存血
清より､HEYgenotype I型ないしⅢ型の 2種類以上のHEVsepuence より､比較的塩基配列が保存され

ている部位のうち､異なる額域を増幅するような primerset を 3種類設定し､HEYRNA の検出を行った

｡I ;日本 (東京)におけるHEV感染症の頻度の
検索検索対象は､1990 年から 2005 年までの過去 15 年間に受診した原因不明急性肝炎 27 名､原因不

明慢性肝炎 4名､原因不明肝硬変 12 名の患者保存血清合計 43 例であ

る｡この結果では､nonAtoT 急性肝炎では IgMHE V抗体陽性は 1/27(3.7%) ､IGMHE V抗体陽性は 10/27(37
%)であった｡原因不明慢性肝炎では IgMHE V抗体陽性ないし IGMHE V抗体陽性ともに検出例は認めら
れなかった｡原因不明肝硬変では､慢性肝炎と同様に IgMHE V抗体陽性ないし IG MHEV抗体陽性ともに
検出例は認められなかっ

た｡このうち当院での原因不明急性肝炎でのHEV-RNA 陽性率は 2例(7.4%) であったo関東での予想陽
性率に比較的近い結果であった.また当院での原因不明慢性肝炎 ･肝硬変からはHE隼 RNA は検出されなかっ

た｡次に上記のごとく IC を得て当科にて凍結保存されていた血清ないしRNA を用いて､劇症肝炎 4
例についてHEVRNA の検出を試みた｡この結果では陽性例は認められなかっ

た.また､当院で検出されたHE隼RNA 陽性サンプルは従来のコマーシャルキットを用いたHEV抗体検
出系ではHEV抗体陰性であったOこの理由としては､従来のコマーシャルキットでは genotype Ⅳの蛋白

を抗原とし抗体を作成しているため､genotype Ⅲ型株では陽性率が下がることが推測され

た｡Ⅱ;中国大陸におけるHEV感染症の頻度の
検索対象は 2002 年に中国東北部の都市にある病院を受診した非 A-C 急性肝炎 12 例であ

る｡この結果では､IgMHEV 抗体陽性は 2例(16.7%) ,IgG HEV抗体陽性は 7例(58.3%) であった.さ
らに中国での原因不明急性肝炎の IgM-HE V抗体陽性例では 2例中 1例 (50%) にHE隼RNA が検出された｡
またIgGHE V抗体陽性例からはHEVRNA は検出されなかった

｡Ⅲ ;日本本土と中国大陸のHEV株の分子疫学的
検索まず日本と中国のHEVRNA 陽性の 3例についてほぼ全塩基配列を決定した｡これより分子系統樹

解析を行ったOこの結果では､当院と中国例のHEVRNA 塩基配列の結果は､当院が genotype Ⅲと genoty
peⅣであり､中国例が genotype Ⅳであった｡これも従来の報告と一致する結果であった｡このうち当

院で検出された genotype ⅢのHEV-RNA は､genotype Ⅲの中でも既報の日本株に非常に近いものであった

｡また塩基配列解析の結果により､当院においても海外渡航によらないHEV肝炎が存在することが確認
されたO原因不明の肝炎を診断する場合､HEV肝炎も鑑別の 1つとし､抗体の測定､PCR によるHEV-RN
A の検出を行う必要があることを啓発した

｡Ⅳ;HEVの培養系の作製につ
いて現在も作製中であるが､現状では確立できていな



【別紙様式 8】
課題番号 共 07-01

3注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19 年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 19

日氏

名所属 ･資格 医学部 ･講師 博 dli級 )

日 本 大 学 総 長 殿下記のとおり報告いた

します｡l 種 巨 奨励研究/湖 究(
個人)/瑚 秒 '/総合

研究 ｣ 注:該当する種目を○で囲んでください｡2 研究課題肺癌症例における CTC

(CirculatingTumorCellS) の関与3 研究の目的今回乳癌にて注目されているCTC(Circulati

ngTumorCellS) を肺癌症例について調査し､このCTC が生物学的病期分類のための因子になりえるか､また治療効果判定因子､さらに予後

因子になりえるかどうかを検討し確立することが目的である○4 研究の概要【

対象】本研究に対して十分に説明し､同意を得ることができた肺癌症例を対象としたo【方法】術前､末梢静脈血7

-8ccを採取し､常温にて保存O最初たナビ鉄ビーズを標識した抗EPCAM (上皮細胞接着因子)抗

体により免疫磁気法で上皮性癌細胞を選択するo次に蛍光標識抗サイ トケラチン抗体と核染色試薬のDAPⅠ(diamidin0-2-phenylindo le ,dihydrochloride)､CD-45 抗体で混入

した白血球と癌細胞を識別するolc c内の癌細胞数を測定し､

その細胞数を測定したo5 研究組織 (共同研究 .総合研究のみ該当します)

･研究代表者村松 高 症例の解析と研究の総括 デ-タの収集解

析.研究分担者 (役割分

担)細川芳文 パラメータの評価の指導杉谷雅彦 症例の病理組織学的分



[実績報告書8-2]

部科校名 :医学部 氏名 :村松

高6 研 究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000 字以上記入してください

｡)【はじめに

】生存能のある腫療由来上皮細胞､すなわち循環腫癌細胞 (CTC:CirculatingTumorCells) は

､癌患者の末梢血液中で見つかり､治りにくい転移性腫癌の原因だろうと考えられている.癌患者

からの声のような細胞の単離は極めて難しいことがわかっており､これは主として､そのような細

胞の末梢血液中での数が極端に少ないことに起因する｡今回､癌患者の血液からCTC を選択的かつ

効率的に単離できるナノ磁気ビーズ法 (cellSearch System) が開発された｡この新たな手法は

､癌の検出と診断､および各々の患者の治療に対する反応の経過観察に応用可能と考えられる｡実際

､米国 MDAnderson での乳癌症例ではCTC が5細胞以上と以下で有意差がでており､肺癌でも同様

なレベルで分類 し有意差を求めていく事になると思われた｡また乳癌と同様にCTCが多いほど (5細

胞数以上では)明らかに予後不良となる可能性が高くTMN病期の進行度と関連があると想定された

｡【結果】

:肺癌症例で現在承諾がえられ､測定結果が出ているのは 10 例であった｡それぞれの臨床

病期は IA (TINOMO)が 3 例､ⅡB (T2NIMO)ⅢB(T4NIMO)､が各 1例､ⅢA(T2N2MO) が 2 例､Ⅳ (T

x-2Nl-3M l)が 3 例であった｡細胞数が陽性であったのは 3例で､CTC細胞数は最低 1個､最高 418

6個であった｡細胞が陽性であった 3 例すべてが遠隔転移 (Ml)を認めた｡この 3 例中 1 例は生存

しているものの､ 2 例は観察中に死亡した｡cEA 腫癌マーカーとの関連は認めなっ



[実績報告書 8-3]

部科校名 :医学部 氏名 :村松

高研究の結果 (っづ

き)【号.二

】肺癌における循環腫癌細胞 (CTC:CirculatingTumorCells) は､乳癌ほど陽性率が低い

結果になった｡これは乳癌が他の癌に比べ発育が遅くなどの癌種特異性によるもかもしれない｡し

かし､肺癌症例の CTC 細胞陽性率は少ない結果にはなったが､陽性症例では明らかに遠隔転移を反

映しており､また症例数の蓄積により予後を反映できる可能性が示唆された｡さらに､CEA 腫癌マ

ーカーとの関連は認めなったが､cEA 腫癌マーカーが正常な症例の治療 (外科療法､化学療法)の

効果判定因子に利用できる可能性があると思われた｡今後は症例数を増やすとともに経時的な測定

を行い､さらに血管内皮前駆細胞(EPC) の関与や PET 陰性肺癌との関連に関して解析する｡また｡

その結果を国内外の学会にて発表する予定であ

る｡【まと

め】1)肺癌における循環腫癌細胞 (CTC:CirculatingTumorCells) を測定し

た｡2) 乳癌症例に比べ陽性率が低い結果になっ

た｡3) 遠隔転移､予後の指標になりうる可能性が示唆され

た｡注 :必要に応じて,このページをご使用くださ



【別紙様式 8】
課題番号 共 07-01

4注 .･課題番号を記入してくださ

いQ平成 19 年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 23

日氏 名

所属 ｡資格 医学部 ･助手日 本 大

学 総 長 殿下記のとお

り報告いたします｡l 種 巨 奨励研究/一般研究(個人)/
般研究(共同) 急合研究 注 :該当する種目を

○で囲んでくださいO2 研究課題膳帯血造血幹細胞の DNA メチル化に

関する研究3 研究の目的磨帯血移植における頗帯血の質的向上を目的として､腰帯血体外増幅時にお

ける DNA メチル化状態の変化を検討するo特に細胞走化に関与するCXCR4 遺伝子の発現変化とDNA メチル化の

相関を検討するO4 研究の概要○ cD34 陽性腰帯血細胞の体外増幅におけるCXCR4 発現をリアルタイム PCR 法とフ

ローサイ トメトリー法で解析したo● 体外増幅後細胞の CXC R4 プロモーターCpG メチル化を Bisulfite

sequencing 法により解析したo5 研究組織 (共同研究 .総合研

究のみ該当します)･研

究代表者 入部雄司･研究分担者 (役割分担

)松本 太郎 造血幹細胞分離についての実験担当

永瀬 浩喜 造血幹細胞メチル化についての解析担当

相棒 信 造血幹細胞の増殖 .分化に

ついての解析担当麦島 秀雄 麟帯血採取 .保管 .管理担当※ホームページ等での公開の (㊥ ｡否) いずれかを○



[実績報告書 8-2]

部科校名 :医学部 氏名 :入部 雄

司6 研 究の結 果 (総合研究の研究代表者は,4,000 字以上記入してくださいQ

)結

果 :･厨帯血 cD34 陽性細胞の体外増

幅磁気ビーズ法により分離したCD34 陽性細胞を以下の条件で培養した

｡グループ 1 TP O(20 ng/ mL)､FL3(50 ng/ mL)､SCF(50 ng/ mL

)グループ 2 TP O(20 ng/ mL)､FL3(50 ng/ mL)､SCF(50 ng/ mL)+ⅠL-3 (10 ng/ m

L)グループ 3 TP O(20 ng/ mL)､FL3(50 ng/ mL)､SCF(50 ng/ mL)+IL-6 (10 ng/ m

L)グループ4 TP O(20 ng/ mL)､FL3(50 ng/ mL)､SCF(50 ng/ mL)+G-CSF(10 ng/ m

L)培養 7日後における生細胞数はそれぞれ 8.8 倍､32.1 倍､18.2 倍､18 倍に増加し

た｡｡cxcR4発現解

析培養 7 日後のCXCR4発現におけるⅠレ3､Ⅰレ6､G-CSFそれぞれの影響を検討した

｡フローサイ トメ トリー法によりCD34､CXCR4 二重陽性細胞の比率を検討した結果､7日目に

おいて各群とも培養初日の半分以下となっていた

｡リアルタイムPCR法により培養 7日後の各群におけるCXCR4遺伝子発現を比較した結果､

グループ4のG-CSF添加群において他の群より約 1.5倍の有意な発現増加が認められ

た｡･cxcR4 5'プロモーター領域のメチル化

解析培養 7日後における CXCR4の 5'プロモーター領域のメチル化は各グループ間で有意な差

は認められなかっ

たO考察

:当該研究では腰帯血 cD34 陽性細胞体外増幅におけるCXCR4遺伝子の DNAメチル化を検討

したが､今回の結果からは各サイ トカイン添加条件でのCXCR4遺伝子発現とDNAメチル化の相

関は認められなかった｡この実験では臨床に即して CD34 陽性細胞を分離したが､この細胞群

においてはCXCR4陽性群と陰性群があり､陽性群がより幼君な前駆細胞であることが知られてい

る｡そのため､今後より幼弱な造血幹細胞 (前駆細胞)を標的とした解析を行なうことを検討

してい



【別紙様式 8】
課題番号 #07-01

5注:課題番号を記入してくださ

い｡平成 19 年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 2

5 日氏 名

所属 ･資格 宇 野 茂 之医学部 ･専任講師日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 ー奨励研究/一般研究個 人)A一般研究壁 百/総合研究 暮注:該当する種目をO で囲んでくださ
い○2 研

究課題食生活の欧米化に伴う生活習慣病のリスクファクターの解明とそ

の予防法3

研究の目的｢不健康な生活習慣｣に喫煙と食生活の欧米化が挙げられるo喫煙に含まれる多環芳香族炭化水素(
PAHs)が過熱食品中により多く含まれるていることから､生活習慣病の要因は動物性脂肪の摂取および食

品中のPAHsの過剰摂取が疾患の因子と考えられる.そこで本研究では食生活の欧米化による誘導され

る生活習慣病の発症メカニズムを脂質代謝と生体異物代謝のクロストークに焦点を当て解明する.さらに

解明したメカニズムに対する治療､予防薬の開発に発展

させる4 研究の概要未だ脂質代謝および生体異物代謝調節ネットワークと疾患発症メカニズムとの関連性

はほとんど解明されていないoそこで本研究では､遺伝子改変マウスを利用し､網羅的に欧米化食が誘発する内

分泌疾患､消化器疾患モデルマウスを構築することで､脂質.生体異物代謝系の相互作用と疾患発症との関連性を

解明するoその結果を基に分子生物学手法を用い疾患発症メカニズムの解明を行うo発症メカニズムをターゲットに

した予防法の開発に発展させるo5 研究組織 (共同研究 .総合研

究のみ該当します)･研究代表者宇野 茂之 (総括 .疾患とターゲット遺伝

子の解明)･研究分担者 (役割分担)横島 誠 (培養系における遺伝子発現調節機構の

解明)横井 健一 (疾患モデルマウスの検討)※7ト ムページ等での公開の ㊥ ･否) いずれかをO で囲んで
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之6 研 究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000 字以上記入してください

O)食生活の欧米化に伴い急増している脂質代謝異常は､動脈硬化､大腸がんを誘発する｡これ

らの危険因子として脂質代謝産物である二次胆汁酸や多価不飽和脂肪酸が考えられている｡また､

過熱肉 100g 中にはの発がん物質と言われているPAHsの 1つであるベンゾ[a]ピレン(BaP)がタバコ

4-20 本分相当含まれており､食品中からの暴露はかなり多量であることが示唆される｡これら食

生活から摂取されるこれら危険因子が生活習慣病のリスクファクターになるかもしれない｡そこで

本研究では､代謝異常を生体異物代謝系の 1つである AHR-CYPl代謝系と脂質代謝系に焦点を当て

疾患モデルマウスを用いることによって､食生活と疾患との関連性を明らかにすることを目的とし

た｡1.高脂血症モデルマウスにおけるBaPの

影響野生型マウスに高脂肪､高コレステロール食を負荷したところ､脂肪肝がが観察された｡ま

た､野生型マウスに高脂肪､高コレステロールにBaPを同時負荷したが脂肪肝の程度に差はなかっ

た｡一方､Apc'E 遺伝子欠損マウスに高脂肪､高コレステロールを負荷したところ脂肪肝は観察さ

れなかったが､皮下に脂肪の蓄積が観察され､BaPを同時に負荷した ApoE 遺伝子欠損マウスでは

高脂肪､高コレステロール負荷のみに比べ皮下脂肪の沈着が増加していた｡また､雌の方が雄に

比べ皮下脂肪の沈着時期が早かった｡次に血中コレステロールを測定したところ､経時的に血中

コレステロール値が上昇し 4 週後にプラトーに達し､その後､投与期間中高値を示した｡高脂肪

､高コレステロールにBaPを同時負荷した ApoE 遺伝子欠損マウスの血中コレステロール値は高脂

肪､高コレステロール負荷と同程度であった｡野生型マウスにおいて高脂肪､高コレステロール､S

apによる血中コレステロールの上昇は観察されなかった｡ApoE遺伝子欠損マウスにおいて高脂

肪､高コレステロール負荷で胸腺の萎縮が観察されたが､BaP同時負荷において更なる胸腺の萎緬

が観察された｡また､血中ASTとALPは高脂肪､高コレステロール負荷で上昇していたが､BaP同

時負荷において更に値が上昇していた｡ALPに比べASTの方が高値であった｡更に CJP l遺伝子欠

損マウスにおいて血中コレステロール､中性脂肪値の異常が見られることから､コレステロール

代謝にAHR-CYPl代謝系の関与が考えられ

る｡これらの結果は､AHR-CYPl代謝系が高脂肪､高コレステロールによる脂質代謝異常よって誘

発する疾患を増悪させる可能性があることを示唆している｡現在､AHR-CYPl代謝系の関与を明ら

かにする目的で CJPla l遺伝子欠損マウスおよび ApoE/C3tPla lダブル遺伝子欠損マウスを用いた解
析を進めてい

る｡2･human C‡/摺AIJA2 トランスフェクション Cyplal/1a2 遺伝子欠損マ

ウスhum an CYPIAl_1A2 をトランスフェク上した CJPlal/1a2 遺伝子欠損マウスにおける､ヒトCYPIAl/lA2

の機能を検討するために CjPlal/1a2 遺伝子欠損マウスで起こる障害が改善されるか検討した｡ cJPlal/1a

2遺伝子欠損マウスに BaP を投与することにより､体重の減少､牌臓､胸腺の萎縮､-マトクリット値の減少
が観察された｡しかしながら､human C YPIAl_1A 封､ランスフェクトCJPlal/182 遺伝子欠損マウスは野生型

マウスと同様に CJPlal/1a2 遺伝子欠損マウスで起こる障害が見られなかった｡次にhuman CYPIAu A2 ト

ランスフェクション Cmlal/1a2 遺伝子欠損マウスの Cypl 遺伝子発現能を検討するために､hum

anC31PIAl_1A2 トランスフェクトCJPlal/1a2 遺伝子欠損マウス､フェニックスバイオ社から供与されたヒト

肝細胞キメラマウス､ヒト肝がん細胞株 HepG2 に TCDD を処理し CYPIA2 の遺伝子発現について検討し

た｡CYPIA2 の遺伝子発現量は human CyPIAl_1A 幻､ランスフェクション CJPlal/182 遺伝子欠損マウス>

ヒト肝細胞キメラマウス>>> HepG2 の順であった｡これらの結果からhuman CYPIAl_1A2 トランスフェク

ション CJPlal/182 遺伝子欠損マウスのヒトCYPIAl/1A2 はマウス CYPIAl/1A2 と同じ機能を呈すことが

示されたが､肝臓において発現量がヒトの肝臓に比べ増加していることが示された｡CYPl の発現誘導

能はAHR に依存していることから､今後､human CYPIAIJA2 トランスフェクション Cmlal/1a2 遺伝子欠損

マウスにヒトの AHR とリガンド結合能が類似してる別 のマウス系統の AHR であるAh rd タイプを置換すること

により､ヒトのAHR-CYPl代謝系に類似したモデルマウスを作製し､脂質代謝系-のクロストーク解析
に利用することができ
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秀俊所属 ･資格 生物資源科学部 ･教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 l奨励研究/一般研究(個^)/仁般研究(共同)I/総合研究 ー注:該当する種目を○で囲んでくださ

いO2 研

究課題昆虫病理学的アプローチによる節足動物媒介感染症及びその制御に関

する研究3

研究の目的節足動物 (昆虫)が媒介する野生動物ならびに有用動物感染症の早期病理診断手法を確立

する○同時に媒介昆虫と宿主間の感染環を明らかにする○さらに､節足動物の行動が病原体の分布と

拡散に与える影響について調査する○これらの目的を達成するために病原微生物の遺伝子解析を行い

､媒介昆虫と病原体保有動物を早期に特定し､病原体の分布状況の把握と拡散防止に寄与する知見を集め

るo4 研究の概要① 昆虫病原性微生物を材料として､病原微生物の新規病

理診断技術を開発する○② 節足動物媒介性感染症の病原体を対象とし､病原保有状況を遺伝子レベル

及び形態学的に検索する○③ 病原体拡散のシミュレーション

およびリスク評価を行なう○これらの手法により､鳥類病原体の感染サイクルを明らかにし､保有状

況を把握することにより今後の環境変化の指標となるベクター .宿主の分布域の

変化等に対する評価材料とするo5 研究組織 (共同研究 .総合研

究のみ該当します)･研究代表者岩野 秀俊 昆虫病原微生物の検出 .接種および病理診断データ

の取り纏め･研究分担者

(役割分担)湯川 最嘉 (感染系の検討)村田 浩一 (野生動物試料および病原体媒介節足動

物の採取)佐藤 雪太 (病原体の遺伝子解析)

畠山 吉則 (昆虫病原微生物の検出および遺伝子解析)※ホームページ等での公開の ⑳ ･否) いずれかをO で囲
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俊6 研 究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000 字以上記入してください

o)節足動物 (昆虫)が媒介する野生動物ならびに有用動物感染症の早期病理診断手法を確立し､

同時に媒介昆虫と宿主間の感染環を調査した｡これらの目的を達成するために病原微生物の遺伝子解

析を行い､病原体の分布状況の把握と拡散防止に寄与する知見を集めた｡以下項目ごとに結果を報告す

る｡①これまで昆虫病理学と獣医学の両領域で独立に行われてきた病理診断手法を再考し､統一し

た技開発によっで情報の再構築と共有化を目指して研究を行った｡その手法として本研究では､病

理診法として単一プライマーによる単一技法ですべての病原体を確実に検出できる手法の開発を

行った｡この技法はこれまでの概念では実現不可能であった革新的技法であり､人獣共通感染症に応

用することも視野に入れ､広く汎用性のある技術開発を目指すものである｡これにより節足動物およ

び宿主動物について迅速に病原体保有状況を把握できるだけでなく､地域性 ･季節性などの疫学情報

と併せて､病原体の生活環の現状が把握できる｡また､節足動物が介在する新興および再興感染症に

ついて､生態学的な視点で総合的に理解できることが期待される｡具体的な研究手法を以下に示

す｡本研究では一本鎖 PCR に四種類のプライマーを使用した｡一本鎖 PCR の鋳型としては 3 種類の

病原体を用いて実験を行った｡ すなわちi)カイコ､微胞子虫感染力イコ､そして微胞子虫､ii) カイコ核多

角体病ウイルスBmNPVは感染を想定し､カイコゲノムに対して BmNPV のゲノムをⅩ1､Ⅹ0. 1､Ⅹ00. 1濃度

に混合したもの,iii) 植物体病原菌と植物体の感染実験を考慮してトマトとフザリウム菌を ii) 同様に混合した

ものである｡ 使用した機材は PCR 装置及び温度勾配ゲル電気泳動層(TGGE) である｡4 種類のプライマ←

をそれぞれ用いた一本鎖 PCR で形成された PCR 産物を 100V･9 分･15℃～55℃ の温度グラージェントの

条件で温度勾配ゲル電気泳動装置にて電気泳動を行った｡ 次に実験対象ごとに結果を記載す

る｡研究の結果の具

体例毒力イコと微胞子虫の感染

検出健全カイコ及び微胞子虫､微胞子虫に感染したカイコのゲノム DNA を鋳型にして一本鎖 pcR

を行った結果､複数の DNA が増幅され､通常の電気泳動では識別できないことが判明した｡しかし

ながらこの PCR 産物をTGGEで解析したところ明確に分離することができた｡また健全カイコと微胞

子虫のゲノム DNA を鋳型に行った一本鎖 pcR 産物のTGGE泳動図は異なる像を示した｡また微胞子

虫感染力イコはカイコと微胞子虫を混合した像を示した｡またこの像は微胞子虫の感染量に比例して

微胞子虫由来と思われる像が鮮明になったことから､感染最に依存して濃淡が現れることを示した｡

この結果は同時に感染量が少なくても泳動像そのものには直接影響を与えないことを示唆した｡この

差異を明瞭に示すために､カイコと微胞子虫の一本鎖 pcR と同様の実験を末端に個別の色素を付加し

たプライマーで行い､反応後両者を混合した｡その結果微胞子虫由来の像が明瞭に確認され

た｡次にプライマーの違いによる検出差異を検討した｡その結果 4 種類中 3種類のプライマーで

感染個体と健全個体の像に明確な差が見られた｡この結果は本研究で示した一本鎖 pcR およびTGG

Eによる解析がプライマーを変更しても問題なく検出が行えることを示唆するものであっ

た｡ii) カイコ核多角体病ウイルス BmNPV ゲノムD

NA設計した 4種類のプライマーのうち､微胞子虫で明瞭な結果の得られた 1種類のプライマー

を用いてBmNPV ゲノム DNA を鋳型に検出実験を行った｡その結果､BmNPV の泳動像は健全カイコ

の及び微胞子虫のものとは異なる泳動像を示し､BmNPV 感染力イコの泳動像も 微胞子虫に感染した

カイコのものとは異なることを示した｡この結果は異なる感染原因を同一の手法で検出できる可能性

を示唆するものであ

る｡iii) 植物感染性糸状菌の

検出力イコ以外の宿主と病原体にも本手法が利用できるかを検証するためにトマトとフザリウム菌

を対象に実験を行った｡その結果､カイコ/微胞子虫､カイコ/BmNPV と同様に､健全な植物と感

染植物との間で泳動像に明確な差が検出され､宿主は動物植物を問わず､病原体も原生動物､ウイル

ス､糸状菌など複数のものであっても問題なく､どのような条件の組み合わせでも病原体感染の検

出が可能である可能性を示唆し
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俊研究の結果 (つづ

き)以上の 3 実験の結果本研究で行った一本鎖pcRとTGGE を用いた病原微生物検出法は､宿主

､病原を問わず検出可能なことを示した｡報告者らはこれらの結果より､本手法を HyperDetection

ofinfectiousdiseasebasedonGenomeProfiting(HDGP) と命名した

｡②国内産の野鳥および渡り鳥における血液原虫感染に関する調査研究を､北海道から沖縄に

至る各地域において実施し､そこに生息する鳥類の鳥マラリア (Plasmodiumspp./Haemoproteu s spp.

)逮伝子保有率ならびに分子系統に関する知見を得た｡北海道では､タンチョウ (Grusjaponensis)

と渡り鳥との間で鳥マラリア原虫の宿主転換 (Host-Switching) が起こっている可能性が示唆された

｡病原体媒介節足動物の捕集調査を沖縄県の漫湖および東京都の東京港野鳥公園においてほぼ周年

実施し､蚊の種別発生数と渡り鳥の飛来数との関係を月別に解析して､ウエストナイル熱､血液原

虫等の節足動物媒介性感染症蔓延の可能性に対する評価を行った｡シギ･チドリ類については渡り

の時期と蚊の発生時期が重なっており､渡り鳥と在来鳥との間で節足動物媒介病原体が相互感染す

る危険性が懸念された｡ヤンバルクイナ (Gallirallusokinawae) の生息地である沖縄本島北部の国頭

村において吸血昆虫の捕集調査を行い､本希少鳥類に各種病原体を媒介する可能性のある昆虫種を

推察した｡本地において､クロコガタフトオヤブカ (Aedes(Verrallina)nobukonis ,Yamada1932) の生

息を初確認した｡希少種であるニホンコウノトリ (Cicom'aboyciana) における血液原虫感染の調査

を本種の繁殖地であるロシア ･アムルスク地方 ･ボロンスキー自然保護区において実施し､16 羽の

幼鳥から血液原虫の一種であるロイコチトゾーンを検出した｡さらに､当該遺伝子の部分配列を決定

し､国内外に分布する血液原虫の系統と比較検討した｡これまで宿主特異性が高いと考えられてい

た原虫にも関わらず､目 (Order) や生息地を異にする鳥種間での感染を伺わせる結果が得られた｡

吸血昆虫の捕集調査を渡り鳥の繁殖地であるロシア ･ボロンスキー自然保護区において実施し､捕

集された吸血昆虫について形態観察による種同定を行うと共に簡易キットを用いてウエストナイル

ウイルス保有の有無を判定したが､すべて陰性であった｡渡り鳥の越冬地のひとつであるタイの湿

地において現地研究協力者による吸血昆虫捕集を実施し､形態観察により捕集昆虫の種同定を行っ

た｡ハシブトガラス (Corvusmacrorhynchos) やスズメ (Passermontanus) 等の普通種から検出され

た鳥マラリア遺伝子の分子系統解析を行い､ウエストナイルウイルス感染の指標となる種間感染の

可能性について評価し

た｡③一方､病原体検出に有用な遺伝子探索のため､鳥マラリア原虫におけるゲノム解析も検討し

た｡その結果､2種類の鳥マラリア原虫 (P.galll'ncaLJm およびP.juxtanuclear e) の全ミトコン

ドリアゲノムの塩基配列を決定し､遺伝子の種類および配置が明らかになり､タンデムリピー ト構

造であることが明らかとなった｡また､アピコブラストゲノムの存在も確認された｡よって､本原

虫では､核､ミトコンドリアおよびアピコブラストの 3種類の細胞内小器官にゲノムが存在するこ

とが確認された｡これらのゲノム情報は､鳥以外のベクターからの病原体検出にも有用であるだけ

ではなく､感染防御におけるDNA ワクチン､薬剤標的遺伝子などの検索に役立つと考え

る｡以上､病原微生物の遺伝子解析に基づく媒介昆虫と病原体保有動物の早期特定および病原体

の分布状況の把握と拡散防止に寄与する知見を集めた結果､宿主およびベクター双方から分子生物

学的に血液原虫の遺伝子が検出され､調査地域において鳥類とベクターとの間で感染サイクルが成

立している可能性が分子生物学的に初めて示された

｡これらの手法により､節足動物 (昆虫)が媒介する野生動物ならびに有用動物感染症の早期病

理診断手法が確立され､同時に媒介昆虫と宿主間の感染環が詳細に判明した｡このことから本研究に

おける当初目的は達成され､今後の病原体の分布状況の把握と拡散防止に寄与する知見を得

た｡注 :必要に応じて,このページをご使用くださ



【別紙様式 8】  

某0ワー0／ワ  課題番号   

注：課題番号を記入してくだきい。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 20年4月30日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  野上 貞雄  

所属・資格 生物資源科学部・教 授  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種目  研究（共  奨励研究／一般研究（個刃   総合研究   

2 研究課題  

寄生虫由来の新奇生理活性物質の探索  

3 研究の目的  

抗生物質などの多用や乱用による耐性菌の出現などの問題が生じてきたので、新奇の生物活性物質の探索  
に多大なエネルギーが傾注されている。寄生虫由来物質の医薬品への応用は、吸血性のヒルから血栓症の治  
療薬が、吸血性サシガメやフタトゲチマダニから血液凝固阻害活性に関する特許出願等があり、吸血生物を資  
源とした探索には関心が高まりつつある。しかしながら、体内寄生の寄生蟻虫に関しては、医薬品への応用を主  
眼とした検索は行われていない。  

本研究では、血管内寄生嬬虫や腸管内寄生嬬虫について、生物活性を探索することを目的とした。  
4 研究の概要  

①抗菌活性を主にLAST（LiveAnimalSwabTest；Baclllussubtllls菌）、CAST（CalfAntibiotic  
SulfaTest；助cJ〃ぴβ必聯ねrJ闇菌）を用いて、寄生虫由来物質の抗細菌活性の有無を評価した。  
また、寄生虫由来物質の抗責菌活性を評価した。  
②抗凝固活性をピーグル犬の血奨を用いて、亜TT（活性化部分トロンポプラステン時間）およびPT  
（プロトロンビン時間）を指標に、寄生虫由来物質の抗凝固活性を検討した。  
③線溶活性zy皿Ograpbyを用いた測定系により検討した。  

り検討した。  ④免疫活性を好中球活性酸素産生能によ   

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

野上貞雄（抗菌活性）   

・研究分担者   

亘敏広（抗凝固活性）   

関 泰一郎（線溶活性）   

森友忠昭（免疫清性）  

ホームページ等での公開について、本研究の一部はⅣUBICコーディネーター加根魯和宏氏との『発明  
申請』に関わる調整が未了のため、現時点では公開しないことを希望します0  

いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい0   ※ホームページ等での公開の（可  

User
鉛筆



［実績報告書8－2］  

氏名：野上 貞雄  部科校名：生物資源科学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者軋4，000字以上記入してください。）   

1．抗菌活性   
寄生虫抽出物をそのままpaper discつけ、被検菌を入れ作製した寒天シャーレ上に載せ、培養  
し、阻止円で効果を見る方法抗菌活性を検討した。   

LAST（LiveAnimalSwabTest；Baclllussubtllls菌）、CAST（CalfAntibioticSulfaTest；Baclllus  
駅那加再通菌）を用いて検討では、数種の寄生蟻虫に抗菌活性が認められた。   
被検菌として、ね刀がゐ∂乃Jc㍍β2株（1株は5－FCという抗兵菌剤に耐性株，αヮpねcoccぴβ  

刀eO允摺飢5，d即e∫官ノノ九β如才卵ねβ，A即e曙汀紘＝海野を選んで行った。3種のサンプルは、  
いずれの被検菌に対しても活性を示さなかった。   

また、抗真菌活性については、培地：サブローブドウ糖寒天培地を用い、助cd∂rα秒℃e5  
ceJ－eアブ5Jae、伽揖ぬaJ㍍ca刀ざについて検討したが、抗裏菌活性は認められなかった。   

更に、ぬ刀がぬ∂ノゐJca刀β2株（前述）、伽粛ぬgJ∂お∂ね，ね刀おぬfr呼JcaJJβj拗ねcoccぴ5  

月eO允用a刀βJTグJdo即0グ00 aβ∂カメノ，助ccゐar間′Ce5 5ereアイβJae，d即e∫冨JJ九5 允βJ卵ねち  
A即e摺ブノ九g〟ayぴβの菌について液体培地で抗菌活性を検討したが、いずれの被検菌に対しても活  

性を示さなかった。   

2．抗凝固活性  

①犬糸状虫（Di）   

3頭の正常犬のクエン酸処理血境に20％の割合になるようにDi抽出物を涼如し、in vitroで活  
性化部分トロンポプラステン時間（∬TT）およびプロトロンビン時間（PT）を測定した。対照に  
は、年血清アルブミン（9，000〝g／ml）を用いた。測定にはウェット法で、AMELUNGKC4Amicro  
（Sig皿a社）を用いた。   
Di雌雄成虫の抽出はPTに対してはほとんど影響を及ぼさなかったが、濃度依存的に亜TTを延長  
した。この凝固遅延活性は、雌雄虫体両者の抽出物中に存在すること、1100ClO分間の熱処理に  
より失活する易熱性物質であることが確認された。本研究で確認された凝固遅延物質は、Ⅷ、Ⅸ、  
ⅩⅠ、ⅩⅠⅠ因子、プレカリクレイン、高分子キニノーゲンなどの凝固系因子に作用することが推測  
された。  

②肝蛭Fasciola spp．   

犬血境においてぬβCJoJasp．抽出物添加により、亜TTの延長が認められ（p＜0．05）、PTの延長  
は認められなかった  

③瓜実条虫（Dc）およびニベリン条虫（Ⅳs）の抗凝固作用   

瓜実条虫およびニベリン条虫においても∬TTの延長が認められた。PTが正常値かつ邸TTの延長  

が認められたことは他の寄生虫で認められた結果と同様の傾向である。また、今回の結果で線虫、  
条虫、吸虫において抗凝固作用があることが認められた。   

3．線溶系活性   

Zymographyにより酵素活性（分解能etc．）を有するかを調べた。まず、犬糸状虫抽出物のSDS－PAGE  
を行った。電気泳動後、蛋白質の構造を復帰させ、インキエペー卜して酵素反応を促進させた。酵  
素活性を持つ蛋白質のバンドは溶解窓として可視化した。   
その結果、線溶糸満性の存在が確認された。   



［実績報告書8－3］  

部科校名：生物資源科学部  氏名：野上 貞雄  

研究の結果（つづき）   

4．好申球の活性酸素産生能   
末梢血から分離した好中球は5×105cells／mlとなるように飽SSに懸濁し、Diの雄及び雌成虫  

抽出蛋白（100〟g／皿1）、対照としては牛血清アルブミン（100〟g／皿1）を用いて、各々370Cで10分間  
感作した後、Phorbol12一皿yristate13－aCetate（PMA）で刺激した。また、蛋白を加えずにPMA刺  

激したものを未感作コントロールとした。ウミホタルルシフェリン誘導体（CLA）を発光剤とし、PMA  

添加後20分間の化学発光量の積分値を算出し、比較した。   
好中球の活性酸素産生量は、犬においては雄及び雌成虫蛋白感作群の両群で、ヒトにおいては雄  
成虫蛋白感作群でのみ有意に減少した。また、犬好中球における活性酸素産生能は、ヒトのそれと  
比較して有意に強く抑制された。以上の結果より、Di雄及び雌成虫蛋白は、犬の好中球の活性酸  
素産生能を抑制させる、あるいはスーパーオキシド消去酵素（SOD）様物質を含むことが示唆された。  

注：必要に応じて，このぺ｝ジをご使用ください。   



【別紙様式 8】
課題番号 高共 07-00

1注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19 年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 2

1 日氏 名 梅田

高司所属 .資格 習 志 野 高 校 ･

教 諭注:該当する種目をO で囲んでください｡日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡l 種 巨 奨励研究/一般研究(個人)/一般研穿(共百y

総合研究2 研究課題 げ ーネットワークを利用した情報共有に関する研究

3 研究の目的高校における情報共有のあり方について見直し,より有効的な情報活用 .情報発信の基

盤を研究するとともに,情報共有の在 り方について検証する

o4 研究の概要情報共有 .情報発信のあり方について,特に下記の4つの項目に

ついて検証を加えたo① ファイルサーバ上の共有フォルダの効率的な階層構造とフォルダに

対する効果的なセキユリティ

の設定について研究したo② 情報発信における校内Web サ

イ トの構築に関し研究したo③ データベースサーバの構築と運用,データベースサーバを利用するためのプログ

ラミングについて研究したo④ グループウエアの導入と効

果的な利用方法について研究したo5 研究組織 (共同研究 .総合
研究のみ該当します)･

研究代表者･研究分担者 (役割分担)

,研究概要①～③の項目について :梅田高司研究概要④

の項目について :小松誠 .佐藤深雪､.大内久子※ホームページ等での公開の ◎ .杏) いずれかをO で囲んで



[実績報告書8-2】

部科校名 :習志野高校 氏名 :梅田 高

司6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000 字以上記入してください

｡)(ヨファイルサーバの効果的な利用についての

研究高校に初めてファイルサーバが導入されたのは,1999 年 4 月である｡ネットワークを

利用する先生方に対して,専任のみがアクセスできるフォルダと,専任と非常勤の両方の先生

方がアクセスできるフォルダを導入した｡フォルダ内には,部署別 ･教科別 ･部活動別 ･など

のサブフォルダを導入しそれぞれの立場で情報共有ができるようになっている｡導入時に比べ

格段に利用頻度が増えてきたここ数年を振り返ると,決して効率的な階層構造になっていない

ことが判明した｡これを改良し発展させ利用者が利用しやすい構造の例を探る実験をした｡そ

の結果,フォルダを専任と専任+非常勤の 2 重にしない構造がデータの一元化などで効率的で

あることが分かった

｡【旧共有フォルダの例



[実績報告書8-3]

部科校名 :習志野高校 氏名:梅田 高

司研究の結果 (つづ

き)②校内Web サイ トの構築に関する

研究情報の授業での情報発信をさせるために校内にウェブサイ トを立ち上げ利用する実験

を行っ

た｡構築に当たって

は,1.Wondows ネットワークの利用を前提とす

る｡2. ユーザの一元化を図

る｡3. ユーザデータの消失や改ざんを防止するシステムにす

る｡4. データの書き換えなどの簡易化を図

る｡という項目に従いシステムを作製し

た｡1.に関しては,導入 しやすくライセンス的にも問題の発生しない Windows 標

準のIIS (InternetlnformationServes) を利用することとし

た｡2. に関しては,ⅠIS の運用方法にWindows ネットワーク-のログオンユーザとWeb

サーバ-のログインユーザの一元化を図るオプションがあったため問題は発生しなかった｡た

だ,認証されていないユーザの利用防止のため,ann oimaus アクセスは禁止とし

た｡3. に関しては,共有フォルダのセキュリティを見直し,本人のフォルダ以外は,書き

込めないようにし

た｡4. に関しては,フリーソフトの FFFTP を利用する方針にした｡初めに設定シー トを

記入させると自分の Web サイ ト-のアクセスがフリーになり毎回コマンドを打つようなわず

らわしさを防ぐことができ

た｡③校内データベースサーバの構築と運用に関する

研究進路データに関Lで情報の一元化を図るため,本校では,早い段階からデータベースの

導入を行ってき

た｡進路関係のデータベース構造は,進路関連のすべてのデータを収めたデータベースをに

対して,進路関連の行事ごとに必要なデータの入力と出力を行うための個別データベースを

作成し,大元のデータベース-のリンクを張り処理を分散して行ってい

る｡通常は,進路指導部の教員のみがアクセスできるフォルダ内ですべての処理を行うため

問題なかったのであるが,高校 3年生の入試時期になると,入試データの入力のために進路指

導部以外の第3学年に所属する教員に対しても,処理用のデータベースを公開する必要が出てき

て,現在では,2･3 学期には,大元の進路データベースと入試データ処理用のデータベース

を,別フォルダに引っ越しさせ,処理行っている｡データの重要性を考えると好ましいもので

はないので,データベースサーバの導入と運用の研究を行った｡その結果,Windows ネット

ワーク-のログオンユーザとデータベースサーバ-のログインユーザの一元化と,データベー

スの安定運用が確認される結果となった｡また,フロントエンドのプログラムも作成し,学校

独自の入力インターフェースと帳票出力のシステムも作成することができ

た.④ループウェアの導入と運用に課する

研究情報共有の一つの方法として,グループウェアの導入を行った｡インターネットを利用

したグループウェアの導入により,高校内部だけでなく外部からのあくっすも可能になり,教

員間の連絡やデータのやり取りを行うことができるようになった｡インターフェースに関して

は,高校の部署や教科に合わせて作成し,セキュリティグループの導入により公開･非公開の

別ができるようになった｡また,インターネットを利用した外部からのアクセスに関しては,

ユーザアカウントの発行と管理を徹底し不正アクセスが起こらないよう努めてい

る｡注 :必要に応じて,このページをご使用くださ



【別紙様式 9 】

課題番号 句賓ビア 一

汗注 :課遷番号を記入してくださ

い｡平成 19 年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 1

5 日氏 名

睦所属 ･資格 東北高校 ･教諭日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 ー奨励研究/一般研究欄 人)府 繭 究感 総合研究 巨.i:該当する種目をO で囲んでくださ

いo2 研究課題ⅠT を利用した能動的な授業実践に関す

る研究3 研

究の目的学校教育において､児童､生徒の理科離れが問題になっている中､少しでも理科に興味をもた

せ､この間題を克服しようとする試みがなされている0時に高校の現場での授業や課外活動の中で､科学

に対する生徒の興味関心を喚起し､科学的な考え方や知識を身につけさせたりする､科学リテラシー教育

は大変重要であるoその方法として､ⅠT を活用した教材や授業形態の研究や授業での実践は､前述の理科
離れの防止や科学教育に役立つものと考えられ

るo4 研究の概要(1) ｢Active Learning｣ を実践す
るためのシステム作 りo(2)ⅠT を利用した教材作成､授業
の形態研究及び授業実践○(3) ウェザーステーションを利風した高

校屋上での気象データの測定(4) 日本大学工学部のサイバーキャンパス整備事業と関連さ

せて､高大連携の推進をする○5 研究組織 (共同研究 .総合研究のみ該当し

ます)･研究代表者

佐藤睦浩･研究分担者

(役割分担)能勢

いずみ (化学分野)和泉賢一 (生物分野)※ホームぺ-ジ等での公開の (可 ･否) いずれかをO で囲んでく



[実績報告書 9-2]

部科校名 :東北高校 氏名 :佐藤睦

浩6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000 字以上記入してください

｡)研究の概要 (以下の(1)～(4))について述べたいと思

う｡(1) ｢Active Learning｣ を実践するためのシステム
作りj受業の中で､リアルタイムで物理現象を測定し物理法身｣を定性的にも定量的にも確かめ演じす

るための､インターフェース､パーソナルコンピューターのシステム整

備Oアメリカ､PASCO 社の力学に関するセンサー､インターフェースを購入し､若干の予備実

験を行った｡また､今年度は ｢Active Learning｣ の準備段階として､力学分野の認識に関するプ
レチス トを 1年生に対して行ったO今後は､本格的に物理を学ぶ､2年生理系生徒に対して授業を展
開する予定である｡香川大学の笠順平氏の協力をいただきながら実施する予定であ

る｡(2)IT を利用した､教材作成､授業の形態研究及び授業

実践昨年に引き続き､平成 19 年 12 月から平成 20 年 1月にかけて特別講座と称して､生徒の実

情にあった講座を午後に開講している｡その講座で物理､化学､生物の実験に関する講座を開講し

､生徒が班編成をし､自分たちのテーマを設定しそれに沿った実験､教材作成､レポー ト作成､プ

レゼンテーションまでの-連の流れを講座に取り入れ､2 月4日には物理､生物合同の研究発表会

を行い､2月 29 日には､化学分野の実験ビデオ上映会を行った｡詳細は以下の通りであ

る｡①物理分野 (2 月 4

日)昨年整備した､実験及びレポー ト作成､プレゼンテーションができるようにな生徒実験用パ

ソコン及びセンサーを用い､生徒の研究発表を行ったO研究発表テーマは以下のとおりであ

るol エネルギーの変換 IN 力学的エネル
ギー速度センサーを用いて､斜面を転がり落ちる球の力学的エネルギー保存の法則を検証する

,02 重力加速度を調べよう｡(2

班)落下物体の運動解析より求める方法と､振り子の周期から求める2 つの方法で測定した｡ま
た､加速度と質量との関係も実験を行っ

た｡3 身近な物の放

射線文部科学省で貸し出している､シンチレーション測定装置 ｢はかるくんⅡ｣ を用いて､

身近な物体の放射線 (β線､γ線)を測定し

た｡4 音の

物理FF Twave を用いて､単音と和音の周波数解析を
行!い､違いを調べた.(FF Twave は､

音を解析するフリーウエアのソフトウエアである｡

)②生物分野 (2 月 4

日)実験 DVD
作成｢酵母菌におけるアルコール発酵につい

て｣上記内容に関する教材 DVD 作成を行い上映会を行った

｡③化学分野 (2月 29

日)実験 DVD
作成･中和滴定 ｢作品番号 2 中和滴

定｣･有機化学 ｢ノセの使いやあら-んで ! 絶対に笑

ってはいけない化学実験 2.4

時｣以上が実施内容である｡詳細については､後日発表

や成果物提出の際に述べ

る｡また､地元の新聞社が取材にきたので記事を右に掲

載する｡生徒にとっては大変有意義で大学に繋がる指導

ができたものと確信してい
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浩研究の結果 (つづ

き)(3)ウェザーステーションを利用して､高校屋上での気象データを連続観測しパーソナルコンピュ

ーターに取り込み､日本大学工学部の風力発電装置と関連させた学習を､主に理科部の活動で行

う｡今年度はまだ､本格的な活動につながっていないが､低気圧通過の際に理科部の生徒は､測

定モニターを確認している｡また､環境放射線の継続測定は行っている

｡(4) ｢作成した教材や映像やコンテンツを工学部で作成している､サイバーキャンパス整備事業

と関連させて､高大連携の推進をする｡｣(昨年から継

続)今回､昨年整備した映像及び画像撮影､編集､DVD 作成までの一連の流れができる教材作
成用パソコン-式を使用し3作品が完成したが､内容の厳選をする必要があり､今後の課題であ




